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芦 屋 市 民 憲 章 

昭和 39年(1964 年)5 月告示 

わたくしたち芦屋市民は、国際文化住宅都市の市民である誇りをもって、

わたくしたちの芦屋をより美しく明るく豊かにするために、市民の守るべき規範と

して、ここに憲章を定めます。 

この憲章は、わたくしたち市民のひとりひとりが、その本分を守り、他人に迷惑を

かけないという自覚に立って互いに反省し、各自が行動を規律しようとするもので

あります。 

1 わたくしたち芦屋市民は、文化の高い教養豊かなまちをきずきましょう。 

1 わたくしたち芦屋市民は、自然の風物を愛し、まちを緑と花でつつみましょう。 

1 わたくしたち芦屋市民は、青少年の夢と希望をすこやかに育てましょう。 

1 わたくしたち芦屋市民は、健康で明るく幸福なまちをつくりましょう。 

1 わたくしたち芦屋市民は、災害や公害のない清潔で安全なまちにしましょう。



は じ め に 

計画策定にあたって 

スポーツは、誰もがウェルビーイングに生きていく上で欠かせ

ません。本市では、これまでも豊かな環境を活かし、スポーツを

楽しめる環境づくりに努めてきました。 

近代登山発祥の地・芦屋ロックガーデンをはじめとする六甲山

でのトレッキング。兵庫県立海洋体育館を活かしたヨットやカヌ

ーのマリンスポーツ。市内に多く存在するコートでのテニス、２

箇所の芝生グラウンドでのサッカーやラグビー……。 

もちろん、まちなかもスポーツの舞台です。約 40 年続く芦屋さくらファンラン。身近

なスポーツの場であるコミスクやスポーツクラブ 21 で身体を動かす市民も多くいます。

レクリエーションスポーツや障がい者スポーツも近年広まっています。

本市は、総合計画で「誰もが健康で豊かなスポーツ文化を楽しめる環境の推進」を施策

目標に掲げ、地域や団体、学校と連携しながら、「する・みる・ささえる」スポーツ文化

の醸成、すべての市民が楽しめる環境づくりを目指しています。

この度、すべての市民が健康で豊かなスポーツ文化を楽しむことができる環境のさらな

る推進を目指して、第３期スポーツ推進計画と第２期スポーツ推進実施計画を策定しまし

た。健康・福祉やまちづくりの観点も交えながら、より多くの市民の皆さまとスポーツ文

化の醸成に努めます。 

本計画の策定にあたり、ご助言、ご協力をいただきました芦屋市スポーツ推進審議会の

委員をはじめ、関係者、関係団体等の多くの皆さまに心から感謝を申し上げるとともに、

今後のスポーツ推進にあたり、ご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

2024 年 3月 

芦屋市長
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第１章 計画の策定にあたって

１ 計画策定の背景 
スポーツは、体を動かすという人間の本源的な欲求に応えるとともに、爽快感・達
成感・他者との連帯感など、精神的な充足も図っています。運動の分野においては、
運動不足による生活習慣病の増加が問題となる中で、体力の向上やストレスの発散な
ど、心身両面にわたる健康の保持増進等さまざまな効果も期待されています。また、
生涯にわたって運動・スポーツを行うことは健康寿命の延伸にも効果があるとされて
おり、活力ある社会を創造していく上で、重要な役割を担っています。 

しかし、令和２年（2020）は、新型コロナウイルスの感染拡大により、東京 2020 
オリンピック・パラリンピック競技大会の延期など、大規模スポーツイベントの中止
や、各種プロスポーツの開催時期・方法の変更など、スポーツ界に大きな衝撃、影響
を与え、国が示した「新しい生活様式」に留意しながら、スポーツ・レクリエーショ
ン活動等を行うことが求められてきました。また、ＩＣＴ（情報通信技術）、ＡＩ
（人工知能）、ＶＲ（仮想現実）などのデジタル技術開発が急速に進展し、各種デー
タを活用することによって、「みる」分野におけるエンターテイメント性の向上、「す
る」分野における新たなスポーツの創造を後押ししています。もう一方で、東京 
2020 オリンピック・パラリンピック競技大会では、「多様性と調和」を基本的なコン
セプトの一つとして、あらゆる面での違いを受け入れて、互いに認め合う共生社会を
育むことの重要性が改めて認識されました。この考え方は、「誰一人取り残さない」
とする「持続可能な開発目標（SDGs）」の理念にも通じるものがあります。

令和 4 年（2022）に策定された「第 3 期スポーツ基本計画」では、東京 2020 オ
リンピック・パラリンピック競技大会のスポーツ・レガシーの発展に向けて、特に重
点的に取り組むべき施策を示すとともに、「新たな３つの視点」である①スポーツを
「つくる／はぐくむ」、②「あつまり」、スポーツを「ともに」行い、「つながり」を
感じる、③スポーツに「誰もがアクセス」できる、を示しています。 

本市においては、平成 25 年（2013）３月に策定した「第 2期芦屋市スポーツ推進
計画」に基づき、市民一人ひとりが、それぞれの年齢や体力、目的や好みに応じて、
いつでも、どこでも、気軽に運動・スポーツを継続して実施できるよう「生涯スポー
ツ社会」の実現に向けたスポーツ環境づくりに取り組んできました。 

また、平成 31 年（2019）３月には、「芦屋市スポーツ推進実施計画（後期）」を策
定し、これまでの取り組みを基本に据えつつ、スポーツを取り巻く環境の変化に対応
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しながら、「すべての市民、スポーツ団体、学校・大学、行政等が参画し、ささえ、
連携・協働を推進し、あしやスポーツ文化を創る」を目指し、スポーツ施策を展開し
てきました。この度、「芦屋市スポーツ推進実施計画（後期）」の見直しを行うため、
令和４年（2022）8 月に芦屋市教育委員会から芦屋市スポーツ推進審議会に対し、後
期計画を検証・評価したうえで、スポーツの推進に関する本市の取り組み等を実現さ
せることはもとより、多面にわたるスポーツの価値を高め、広く市民に伝えていくこ
とを目的として、次の計画が目指す方向性を示していただくように諮問しました。そ
して、令和４年（2022）10 月に、市民スポーツ活動の実態を総合的に把握し、スポ
ーツ振興の基礎資料を得るため「令和４年度芦屋市民スポーツ意識調査」を実施し、
令和５年（2023）６月に芦屋市スポーツ推進審議会から「第３期芦屋市スポーツ推
進計画」の答申を受けました。 

その答申を踏まえ、「第２期芦屋市スポーツ推進実施計画」を策定し、更なるスポ
ーツの普及推進を目指します。

「第 3期芦屋市スポーツ推進計画」の趣旨 

“するスポーツ”・“みるスポーツ”・“ささえるスポーツ”を 
推進し、すべての市民がスポーツを楽しむことができる環境
を創ることを目指します。
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２ 計画の位置づけ 
本計画は、「第３期芦屋市スポーツ推進計画」を具体的に推進するための計画であ
り、すべての市民が健康で豊かなスポーツ文化を楽しむことができる環境の更なる普
及推進を目指すものです。 

上位計画である「第５次芦屋市総合計画」をはじめ、関連計画との連携、調整を図
るほか、国の「スポーツ基本計画」や兵庫県の「スポーツ推進計画」を踏まえた、市
独自の計画です。 

なお、国の「スポーツ基本計画」は、スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むこ
とが全ての人々の権利であり、全ての国民がスポーツを楽しむことができる機会の確
保を求める「スポーツ基本法（平成 23 年法律第 78 号）」に基づき策定されており、
本計画においてもこの考えとの整合を図ります。 

兵庫県

スポーツ推進
計画

芦屋市

第５次芦屋市総合計画

●第 3期芦屋市教育振興基本計画
●第 4 次芦屋市健康増進・食育推
進計画 
●芦屋市障がい者（児）福祉計画
第 7次中期計画
●第 10 次芦屋市すこやか長寿プ
ラン 21

●第 2 次芦屋市生涯学習推進基本
構想 

         等

第２期芦屋市
スポーツ推進
実施計画

第３期芦屋市
スポーツ推進
計画 

連携

整合 

整合

整合

【関連計画】

具体的
推進方策

スポーツ 
基本計画 

国

スポーツ 
基本法
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３ 計画の期間 
令和 6 年度（2024）から令和１5 年度（2033）の 10 年間を計画期間とする第３
期芦屋市スポーツ推進計画に対応し、前半の令和 6 年度（2024）から令和１0 年度
（2028）の５年間を本計画（第２期芦屋市スポーツ推進実施計画）の期間とし、後
半の令和11年度（2029）から令和１5年度（2033）の５年間を第３期芦屋市スポー
ツ推進実施計画の期間として位置付けます。 

年度 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16～

総合計画     

スポーツ 
推進計画 

第 2期芦屋市スポーツ推進実施計画
R6(2024)～R10(2028)

第３期芦屋市スポーツ推進計画 R6(2024)～R15(2033)

見直し 

第 5次総合計画 R3(2021)～R12(2030) 第６次総合計画 R13(2031)～

第３期芦屋市スポーツ推進実施計画
R11(2029)～R15(2033)
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４ 芦屋市スポーツ推進実施計画（後期）の検証
平成 31年（2019）に策定した「芦屋市スポーツ推進実施計画（後期）」の進捗状
況を検証すると下記の通りになります。 

※なお、コロナ禍により中止・縮小となった取り組みがあります。 

(１)ライフステージに応じたスポーツの推進 

①子どものスポーツ機会の拡大と体力づくり実施の増加を推進する施策

主な 
取組 

〇親子で一緒に運動をする機会として、就学前児童を対象にした「秋のファミリースポ
ーツのつどい」を例年 9月頃に実施。 
〇芦屋大学・芦屋学園との官学連携事業として、「かけっこ教室」・「サッカー教室」・「バ
レーボール教室」を就学前児童と小学生を対象にした「春のファミリースポーツのつ
どい」を例年 3月頃に実施。 
〇小学生も参加することができる新体力テスト測定会を例年 11月頃に実施。 
〇マリンスポーツを体験する機会として、小学校高学年の児童を対象にした「少年少女
カヌー教室」を例年 7月頃に実施。

進捗 
状況 

「秋・春のファミリースポーツのつどい」や「少年少女カヌー教室」は例年キャンセ
ル待ちが発生するなど、本市の子どもにおけるスポーツへの関心の高さが伺えます。 
今後も、子どもがスポーツをできる機会を増やし、スポーツを好きになってもらい、
スポーツを続けてもらえるように取り組んでいく必要があります。

② 成人のスポーツ実施増加を目指す施策 

主な 
取組 

〇親子で一緒にスポーツを楽しむことができるように例年９月頃に秋のファミリースポ
ーツのつどいを開催。 
〇ウォーキングマップを市内各所に配置、また事業の参加者に配布する等ウォーキング
習慣の普及啓発を実施。 
〇こども家庭・保健センターが実施している「あしや健康ポイント」のポイント付与事
業として「新体力テスト測定会＆健康・体力づくり相談」を実施。
〇年齢に関係なく取り組むことができるラジオ体操を普及するための「出前講座」を市
内各所で、「市民向けラジオ体操講習会」を体育館・青少年センターで実施。
〇高齢者がスポーツを始めるきっかけとなるよう「出前講座」で貯筋運動※を市内各所で
実施。

進捗 
状況 

30～40 歳代のスポーツ実施率が低く、スポーツを実施するきっかけとなる親子で一緒
にスポーツを行うイベントを増やしていく必要があります。 
高齢者については、貯筋運動のニーズが多いので、今後もニーズに応えられるように
「出前講座」を市内各所で実施していきます。

※貯筋運動 
高齢者が病気や怪我で入院している間に筋力が減少し、自立し

た日常生活を送ることができなくなることを防ぐために、日々
「貯金」と同様に持続的に筋肉を鍛える運動。
筋力が弱くてもできること、怪我や事故の危険性が少ないこ
と、特別な施設や用具を必要とせず、自宅でも手軽にできるこ
と、の 3条件を満たすプログラムを実施。

（出典：公益財団法人健康・体力づくり事業財団）
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③ 障がいのある人のスポーツ実施施策 
主な 
取組

〇「しょうがい者とのスポーツ交流ひろば」を芦屋市障がい者スポーツ指導者協議会・
芦屋市社会福祉協議会・障がい福祉課と協力して偶数月に実施。

進捗 
状況 

「しょうがい者とのスポーツ交流ひろば」を実施し、普及に努めていますが、参加数
や障がい者スポーツボランティアの増加にはつながっていないことが課題となっていま
す。

④ アスリートのためのスポーツ（競技レベルの向上）を推進させる施策 

主な 
取組 

〇全国大会以上の大会において顕著な成績を残した市内在住のアマチュアアスリートに
対してスポーツ活動助成金を交付。
〇県大会以上の大会において顕著な成績を残した市内在住・在勤・在学の者及び市内の
スポーツ団体に対してスポーツ特別賞・スポーツ賞の表彰を実施。

進捗 
状況

全国大会・国際大会へ出場するアマチュアアスリートは、少しずつ増えており、引き
続きアマチュアアスリートの応援を行います。

(２)スポーツ文化の推進 

主な 
取組 

〇「スポーツ啓発事業小中学生によるポスター展」を例年実施。 
〇芦屋市スポーツ協会、芦屋市レクリエーションスポーツ協会、芦屋市スポーツ推進委
員会、スポーツクラブ２１ひょうご芦屋市連絡協議会の４団体で構成される「あしや
スポーツフォーラム」で例年 2月にスポーツに関するフォーラムを開催。

進捗 
状況 

体育館・青少年センター2 階の展示ホールで市内の小・中学生が夏休みの課題として作
成したポスターの展示や、「あしやスポーツフォーラム」の開催等、多くの市民に見た
り、学んだりする機会を提供しました。

(３)ささえるスポーツの推進 

主な 
取組 

〇市内におけるスポーツを推進するため「スポーツリーダー認定講習会」を実施し、ス
ポーツリーダーの育成を推進。 
〇スポーツ事業の実施にあたり、芦屋市スポーツ協会・芦屋市レクリエーションスポー
ツ協会・芦屋市スポーツ推進委員会・スポーツクラブ 21 ひょうご芦屋市連絡協議会と
協力体制を構築。

〇「さくらファンラン」・「新体力テスト測定会＆健康・体力づくり相談」にスポーツリ
ーダーがボランティアとして参加。

進捗 
状況 

「スポーツリーダー認定講習会」により認定したスポーツリーダーの管理と活躍の場
が課題となっています。 
新たなスポーツボランティアを確保することが難しく、思うようにスポーツボランテ

ィアを増やすことができていない状況にあります。 
日本スポーツ協会等の公的な機関が認定する指導者資格を有している指導者が少ない

のに加え、研修を受けるなどして指導方法等をアップデートしている指導者も少なく、
旧態然とした指導が行われていることが課題となっています。
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(４)スポーツ団体、学校・大学、行政等における連携・協働の推進

主な 
取組 

〇三世代が交流する「クロリティー※交流大会」は、芦屋市スポーツ協会と芦屋市レクリ
エーションスポーツ協会とが共催して実施。 
〇芦屋市・尼崎市・西宮市・宝塚市・伊丹市・川西市・猪名川町・三田市で構成される
阪神間スポーツ行政担当者連絡協議会では、年２回スポーツ行政における課題につい
て意見交換を実施。
〇芦屋市・芦屋市教育委員会と学校法人芦屋学園・芦屋大学による包括的連携協定を基
づき、スポーツに関する各種イベントを開催。

進捗 
状況

さらなる取り組みが求められる施策もありますが、あしやスポーツフォーラムやクロ
リティー交流大会等を通じ、市内スポーツ団体の連携・協働が図られました。

※クロリティー 
クロリティーとは、アメリカで人気が高く伝統のあるスポーツ
「ホースシューズ」と日本の伝統的な「輪投げ」をミックスして
考案されたニュースポーツのこと。 
ルールも簡単で、誰でも楽しむことができる。 

（出典：芦屋市HP）
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第２章 芦屋市のスポーツを取り巻く現状と課題 

１ 人口等の現状 

（１）年齢３区分別人口と高齢化率の推移 

総人口は令和 3 年度より微増しており、令和 4 年（2022）には 95,367 人となっ
ています。 

年齢３区分でみると、年少人口（０～14 歳）および生産年齢人口（15～64 歳）は
減少傾向にあり、平成25年（2013）からそれぞれ12％および6％減少しています。 

老年人口（65 歳以上）は増加傾向にあり、令和 4年（2022）は平成 25 年（2013）
から 15％増加し、人口の 3割が高齢者となっています。

《年齢 3区分別人口と高齢化率の推移》

資料：住民基本台帳（各年 10月１日現在） 



9 

（２）自然動態の推移 

出生の割合は増減を繰り返しており、令和 4年（2022）は 5.8 と令和 2 年（2020）
と同水準となっています。死亡の割合は増加傾向にあり、令和４年（2022）では
11.9 と出生の割合の 2倍以上となっています。 

資料：住民基本台帳（各年 10月１日現在） 

（３）社会動態の推移 

転入、転出ともやや減少傾向にありましたが、令和4年（2022）は増加傾向に転じ
ています。近年は転入が転出を上回っており、社会増の傾向となっています。 

資料：住民基本台帳（各年 10月１日現在） 

《自然動態の推移》 

《社会動態の推移》
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（４）一世帯あたり平均人員と世帯数の推移 

世帯数は微増傾向にあり、令和 4年（2022）には 42,935 世帯となっています。 

一世帯あたりの平均人員はやや減少傾向にあり、令和 4年（2022）には 2.19 人と
なっており、平成 29年（2017）より大きな変化は見られません。

資料：住民基本台帳（各年 10月１日現在） 

《一世帯あたり平均人員と世帯数の推移》
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２ 芦屋市の体育施設の利用状況

（１）体育館・青少年センター貸室利用状況

体育館・青少年センター貸室利用状況をみると平成 30 年度（2018）の合計
12,462 件から新型コロナウイルス感染症の影響により令和 2 年度（2020）には
10,000 件程度まで減少したものの、令和 3年度（2021）以降は増加し、令和 4年度
（2022）には合計 14,323 件まで増加しました。 

また、トレーニング室についても、令和4年度（2022）は新型コロナウイルス感染
症流行前の令和元年度（2019）以上の水準である25,529人まで利用者が増加しまし
た。 

単位：件

年度
施設名 

平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

競技場 1 1,249 1,232 1,046 1,254 1,317

競技場 2 1,248 1,233 1,062 1,238 1,322

控え室 574 508 311 405 470

剣道場 1,041 1,067 906 1,133 1,216

柔道場 930 972 786 940 1,125

弓道場 1,101 1,050 840 1,048 1,107

多目的室 1 1,065 1,052 795 1,028 1,066

多目的室 2 1,068 1,042 804 1,026 1,143

多目的室 3 755 776 739 1,019 989

大会議室 990 969 874 1,128 1,211

第 1 会議室 445 552 283 429 432

第 2 会議室 556 728 307 465 592

第 1 研修室 654 547 381 580 611

第 2 研修室 257 540 691 982 1,034

音楽室 431 391 298 457 558

多目的研修室 98 128 55 78 130

合計 12,462 12,787 10,178 13,210 14,323

トレーニング室（人） 20,719 22,859 14,970 20,408 25,529
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（２）屋外施設貸しコート等利用状況

屋外施設貸しコート等利用状況は、平成 30 年度（2018）から令和元年度（2019）
にかけて利用件数が減少する施設もみられましたが、ほとんどの施設で令和 4 年度
（2022）の利用件数が平成 30年度（2018）を上回っています。 

単位：件

年度
有料施設名 

平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

東浜公園 庭球場 2,158 2,258 1,728 2,312 2,338

西浜公園 庭球場 2,421 2,122 2,105 2,506 2,515

川西運動場 運動場 1,249 1,260 1,040 1,172 1,343

芦屋中央公園
野球場 854 863 725 950 1,078

芝生広場 453 452 362 430 507

芦屋公園 
庭球場 13,262 13,342 11,095.5 12,819.5 13,971

会議室 464 406 184 308 401

（３）プール施設利用状況

プール施設利用状況をみると、令和2年度（2020）は新型コロナウイルス感染症の
影響を受け、いずれの施設も大きく減少しましたが、令和4年度（2022）には朝日ヶ
丘公園および海浜公園の屋外プールでは平成 30 年度（2018）と同水準まで回復して
います。 

単位：人

年度
有料施設名 

平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

朝日ケ丘公園 屋外プール 24,247 20,081 12,314 13,464 24,074

海浜公園 
屋外プール 19,924 17,327 14,564 19,196 20,980

屋内プール 55,168 50,299 36,041 46,245 50,487
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３ 芦屋市民スポーツ意識調査

（１）芦屋市民スポーツ意識調査の概要 

① 調査目的 

本調査は、芦屋市民のスポーツ活動の実態を総合的に把握し、芦屋市のスポーツ振
興に役立つ基礎資料を得ることを目的としています。

② 実施期間 

令和４年（2022）10月 1日（土）～10月 31日（月） 

③ 調査対象 

芦屋市に居住する１８歳以上７９歳以下の男女 3,000 人 

④ 回収率

35.1%（1,054通） 

⑤ 調査方法 

住民基本台帳及び外国人登録者から系統抽出法 
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（２）芦屋市民スポーツ意識調査結果 

① 運動・スポーツの実施状況 

この 1 年間における運動やスポーツを実施した回数について、「週に 1 日以上（年
51～100 日）」が 2割弱と最も多く、次いで「月に 1～3日（年 12～50 日）」が 2割
弱となっています。週に 1日以上（年 51日以上）は過半数を占めています。 

前回調査（平成29年度(2017)）と比較して、「全くやっていない」と回答した人の
割合が多くなっているほか、週に 2 日以上運動やスポーツを実施する人の割合は１割
減少しており、スポーツの実施頻度、実施する人ともに減少している状況です。 

回答者の年齢別にみると、年齢が高くなるほど運動やスポーツの実施頻度が多く、
60 歳以上では 6割以上が週に 1～5日以上と回答していますが、一方で「全くやって
いない」は他の年代より多く、二極化していると言えます。 

《この 1年間における運動やスポーツを実施した回数》 

※選択肢の対比表 
前回調査 今回調査
週に４日以上 週に５日以上（年２５１日以上）

《年代別、この 1年間における運動やスポーツを実施した回数》

今回調査回答者
1,050 人 
（無回答を除く） 

週 2 日以上
実施した人 
36.6％ 

週2日以上
実施した人 
48.2％

（回答者 510 人）

（無回答を除く） 

（回答者 106 人）

（回答者 472 人）

週に 5日以上
(年 251日以上) 

週に 3日以上
(年 151～250日) 

週に 2日以上
(年 101～150日) 

週に 1日以上
(年 51～100日) 

月に 1～3日
(年 12～50日) 

3ヵ月に 1～2日
(年 12～50日) 

年に
1~3日

全くやっ
ていない
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運動やスポーツを実施した方法としては、「個人で自由に」が 7 割以上ともっとも
多く、次いで「家族と」が 3 割弱、「民間のスポーツクラブ（会員制フィットネスク
ラブなど）に所属して」が 2割弱となっています。 

《この 1年間における運動やスポーツを実施した方法(あてはまるものすべて)》 

実施したスポーツの種目としては、「散歩・ウォーキング」が 7 割と最も多く、次
いで「ラジオ体操」、「ストレッチング」が 2 割弱と多くなっています。それ以外の種
目は 1割程度で大きな差はあまりありません。

回答者の年齢別において、いずれの年代でも「散歩・ウォーキング」の割合が最も
多くなっています。「散歩・ウォーキング」や「ラジオ体操」、「ゴルフ（コース）」は
年代が高くなるほど、「ストレッチング」や「ジョギング」は年代が低くなるほど多
くなっています。 

《この 1年間において実施した運動やスポーツの種目(あてはまるものすべて)》 

上位 10種目

調査回答者883 人
（無回答を除く） 

調査回答者952 人
（無回答を除く） 
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《年代別、この 1年間において実施した運動やスポーツの種目(あてはまるものすべて)》 

ストレッチングとは意図的に筋や関節を伸ばす運動のことをいいます。体の柔軟性を高めるのに効果的

であり、準備運動や整理運動の一要素としても活用されています。広い場所や道具を必要とすることなく

行えることから、愛好者が増えている運動のひとつです。

最近では美しい姿勢の保持やリラクゼーションに効果があると言われています。30分程度にわたり全身

の筋を順番に伸ばしていくようなストレッチングの前後で脳波や自律神経活動を調べてみると、前頭葉で

のアルファ(α)波を増加させ、心拍変動を増加させ心拍数を低下させること、すなわち自律神経の活動が副

交感神経活動を有意に変化させることが明らかとなっています。 

上位 10種

今回調査回答者
18～39歳 102 人 
40～59歳 399 人 
60 歳以上 445 人 
（無回答を除く）

【 ストレッチング 】 
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② 運動・スポーツを実施した理由・しなかった理由

この 1 年間に運動やスポーツを実施した理由としては、「健康増進・維持」、「楽し
み・気晴らし」、「運動不足解消」が多く、半数以上の人が挙げています。次いで「筋
力増強・維持」、「友人・仲間との交流」は 3割弱となっています。 

《この 1年間における運動やスポーツを実施した理由(あてはまるものすべて)》 

調査回答者886 人
（無回答を除く） 
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この 1 年間に運動やスポーツを実施しなかった理由としては、「仕事や家事が忙し
いから」が4割弱と最も多く、次いで「面倒くさいから」が2割、「年をとったから」
が 2割弱となっています。前回調査（平成 29 年度（2017））と比較して、「仕事や家
事が忙しいから」、「面倒くさいから」、「年をとったから」と回答した人は増加してい
ます。一方、「場所や施設がない」や「仲間がいない」、「指導者がいない」は、平成
29年度調査と比べて少なくなっています。 

《この 1年間における運動やスポーツを実施しなかった理由(あてはまるものすべて)》 

※選択肢の対比表（「０」は前回調査では選択肢なし） 
今回調査 前回調査

仕事や家事が忙しいから 家事が忙しい
育児中で忙しいから 子どもがいる（育児に忙しい）

病気やけがをしているから 健康上の理由から
場所や施設がないから 身近に施設がない

運動・スポーツが嫌いだから 運動が苦手である
面倒くさいから 運動・スポーツをするのが面倒である

今回調査回答者 144 人
（無回答を除く） 

仕事や家事が忙しいから 

面倒くさいから 

年をとったから 

お金に余裕がないから 

生活や仕事で体を動かしているから 

病気やけがをしているから 

運動・スポーツが嫌いだから 

仲間がいないから 

場所や施設がないから 

新型コロナウイルス感染症対策による 
スポーツの必要性に対する意識の変化 

育児中で忙しいから 

運動・スポーツ以上に大切なことがあるから 

指導者がいないから 

その他 

特に理由はない 
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③ 子どもの体力低下の考え方 

子どもの体力低下における考え方として、「ゲームをしたり、スマホをさわる時間
が長くなり外に出なくなった」と回答した割合が 7 割と最も多く、次いで「塾や習い
事が忙しいため時間がない」が 5割強となっています。 

《子どもの体力低下における考え方(あてはまるものすべて)》 

ラジオ体操とは、国民の健康増進を目的として 1928 年（昭和 3年）に逓信省簡易保険局が「国民保健体操」

として制定し、誰でも気軽に実践できる運動として今日も多くの方々に親しまれています。 

現在のラジオ体操を制定するに際しての基本方針として、①老若男女を問わず誰でも、どこでもできるも

の、②リズムに合わせて愉快にできるもの、③機械を用いないで簡単にできるものという方針が定められま

した。 

90 年以上の歴史があるラジオ体操は、世代を問わず誰でも気軽に参加でき、継続が容易なことからも理

想的な運動といわれています。また、身体機能の維持・向上だけではなく、近隣の人たちが公園などに集ま

ってラジオ体操をすることで顔見知りが増え、地域社会の活性化にもつながっています。

調査回答者998 人
（無回答を除く） 

ゲームをしたり、スマホをさわる時間が長くなり
外に出なくなった

塾や習い事が忙しいため時間がない

新型コロナウイルス感染症対策による影響

外で遊んだり・運動したりする場所がない

社会環境の変化に伴い、外が危険である

社会や親が外で遊ぶことの大切さを教えていない

子どもが外で遊ぶことに対して社会が不寛容である

外で遊んだり・運動したりする仲間がいない

外で遊んだり・運動したりする方法を知らない

親が過保護で子どもを外で遊ばせない

その他

【 ラジオ体操 】 
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④ 運動・スポーツを行った施設 

この 1 年間において運動やスポーツを実施した場所は、「道路」と回答した人の割
合が 4 割弱と最も多く、次いで「自宅または自宅敷地内」、「山岳・森林・海・湖・川
等の自然環境」、「公園」、「民間商業インドア施設（会員制フィットネスクラブなど）」
が 2割以上と多くなっています。 

《この 1年間における運動やスポーツを実施した施設(あてはまるものすべて)》 

必要なスポーツ施設としては、「公共スポーツ施設の充実」および「自然を利用し
た施設の整備」の回答が過半数を占めています。次いで、「公園施設の充実」、「スポ
ーツ施設を併設した公共施設の充実」は 4割を占めています。 

《スポーツ施設について必要だと思うもの(あてはまるものすべて)》 

回答者数 983 人 
（無回答を除く）

調査回答者870 人
（無回答を除く） 

道路 

自宅または自宅敷地内 

山岳・森林・海・湖・川等の自然環境 

公園 
民間商業インドア施設

（会員制フィットネスクラブなど） 
民間商業アウトドア施設

（ﾚｼﾞｬｰﾌﾟｰﾙ、スキー場、ゴルフ場など） 

公共スポーツ施設 

公共施設（市民センター・福祉センターなど）

学校体育施設 

職場または職場敷地内 

空き地 

その他 
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⑤ スポーツに関する情報収集 

必要だと思うスポーツに関する情報としては、「イベント情報」が 5 割弱と最も多
く、次いで「施設情報」、「新しいスポーツや気軽にできるスポーツなどの情報」、「教
室情報」が 4割以上と多くなっています。 

《スポーツに関する情報において必要だと思うもの(あてはまるものすべて)》 

スポーツに関する情報源は「広報あしや」と回答した人の割合が最も多く、6 割強
を占めています。次いで「友人・知人」、「施設のポスター・チラシ」、「SNS
（Facebook・X（旧 Twitter）・Instagram）」、「テレビ・ラジオ」の割合が高くなっ
ています。 

《スポーツに関する情報源(あてはまるものすべて)》 

調査回答者1,020 人
（無回答を除く） 

イベント情報

施設情報

新しいスポーツや気軽にできるスポーツなどの情報

教室情報

体力づくり情報

スポーツクラブ・サークル・同好会に関する情報

スポーツ医科学情報

指導者情報

競技会情報

その他

広報あしや
友人・知人

施設のポスター・チラシ
SNS（Facebook・X（旧 Twitter）・Instagram 等）

テレビ・ラジオ
新聞・雑誌

市ホームページ
家族

自治会の回覧
専門誌
その他

調査回答者1,020 人
（無回答を除く） 
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⑥スポーツ行事への参加状況・参加希望 

この 1 年間にスポーツ行事に「参加しなかった」人は 9 割弱を占め、前回調査と変
わらずほとんどの人がスポーツ行事に参加していない状況です。 

《この 1年間におけるスポーツ行事の参加状況》 

※選択肢の対比表 
前回調査 今回調査

「参加した」「見に行った」を合わせた割合 参加した
「参加しなかった」「知らなかった」を合わせた割合 参加しなかった

この 1 年間に参加したスポーツ行事は、「参加型イベント」が 7 割弱と最も多くな
っています。 

今後参加したいスポーツ行事としては、8 割以上の人が何らかのイベントに参加し
たいと回答しています。参加したスポーツ行事と同様に「参加型イベント」のほか、
「スポーツ教室」「体力測定教室」と回答する人の割合も多くなっています。 

《この 1年間で参加した、および、今後、参加したいスポーツ行事(あてはまるものすべて)》 

今回調査回答者 1,043 人
（無回答を除く） 

今回回答者
参加した 116 人（無回答を除く） 
参加したい1,054 人（無回答を含む） 
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⑦ スポーツクラブ・サークル・同好会への加入状況 

スポーツクラブ・サークル・同好会への加入状況は、2 割にとどまり、前回調査か
ら 7ポイント減少しています。 

加入していると回答した人のうち「民間のスポーツクラブ（会員制フィットネスク
ラブなど）」に加入している割合が過半数を占めています。

《スポーツクラブ･サークル･同好会の加入状況》 

※選択肢の対比表 
前回調査 今回調査

「過去に加入していたが、今は参加していない」
「これまで加入したことはない」を合わせた割合 加入していない 

《加入しているスポーツクラブ･サークル･同好会(あてはまるものすべて)》 

民間のスポーツクラブ
（会員制フィットネスクラブなど）

地域のスポーツクラブ・サークル・同好会

学校のスポーツクラブ・サークル・同好会

その他

職場のスポーツクラブ・サークル・同好会

今回調査回答者 1,042 人
（無回答を除く） 

調査回答者201 人
（無回答を除く） 
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⑧ スポーツ観戦状況 

この 1 年間で現地やメディア等で観戦したスポーツとしては、「プロ野球」が最も
多く、次いで「プロサッカー」、「大相撲」となっています。 

《この 1年間に現地やメディア等で観戦したスポーツ(あてはまるものすべて)》 

※「その他」は 10％以下の選択肢（8％（格闘技、スキー、スノーボード）、7％（アメリカンフ
ットボール）、6％（ニュースポーツ）、5％（障がい者スポーツ、スポーツクライミング）、4％
（新体操、その他サッカー、モータースポーツ）、3％（その他）など） 

スポーツを観戦した理由としては、「そのスポーツが好きだから」が 7 割弱と最も
多く、次いで「応援している選手がいるから」が 3割弱となっています。 

《この 1年間に現地やメディア等でスポーツを観戦した理由(あてはまるものすべて)》 

調査回答者1,041 人
（無回答を除く） 

調査回答者915 人
（無回答を除く） 

そのスポーツが好きだから

そのスポーツを実施している・以前に実施していたから

応援している選手がいるから

暇つぶしのため

ストレス発散のため

家族・友人に誘われたから

家族・友人が出場していたから

チケットがあったので

なんとなく・たまたま

その他
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⑨ スポーツボランティア活動への参加状況 

この 1 年間におこなった運動やスポーツに関するボランティア活動に「参加しなか
った」と回答した人が 9割以上を占め、平成 29年度調査より多くなっています。 

《この 1年間におこなった運動やスポーツに関するボランティア活動(有償･無償)》 

運動やスポーツに関するボランティア活動をおこなうきっかけとして、3 割の人が
「好きなスポーツの普及・支援」や「地域での居場所、役割、生きがい」、「出会い・
交流の場」と回答しています。

《運動やスポーツに関するボランティア活動(有償･無償)の実施、継続のために必要な
きっかけ(あてはまるものすべて)》 

今回調査回答者 1,046 人
（無回答を除く） 

調査回答者1,054 人
（無回答を含む） 
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⑩ 障がい者スポーツの普及・推進に向けて 

障がい者スポーツに対しては、無回答を除く大半が何らかの関わりを持っており、
8 割以上が「テレビやラジオ・新聞などで、見たり・聞いたりしたことがある」とし
ています。 

また、普及・推進のために必要だと思われることとしては、「施設及び用具の整備」
が 6 割強と最も多く、次いで「情報提供の充実」、「指導者を増やす」、「必要経費の補
助」、「移動手段の確保」、「ボランティアを増やす」が 3割以上と多くなっています。 

《障がい者スポーツとの関わり(あてはまるものすべて)》 

《今後、障がい者スポーツの普及・推進のために必要だと思うこと(あてはまるものすべて)》 

調査回答者1,054 人
（無回答を含む） 

調査回答者969 人
（無回答を除く） 

観戦したり、参加したことがある 

指導や介助、スポーツ大会スタッフなどに 
関わっている、関わったことがある 

テレビやラジオ・新聞などで、見たり・ 
聞いたりしたことがある 

無回答 

施設及び用具の整備

情報提供の充実

指導者を増やす

必要経費の補助

移動手段の確保

ボランティアを増やす

スポーツクラブ・サークル・同好会を増やす

スポーツ教室の開催

その他
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４ 芦屋市のスポーツにおける課題 
第3期芦屋市スポーツ推進計画の基本理念を念頭に置きつつ、推進項目である”する
スポーツの推進“、”みるスポーツの推進“、”ささえるスポーツの推進“の観点から、芦
屋市スポーツの現状と課題を以下に整理します。

（１）“するスポーツ”の推進 
【現状の整理】
①意識調査によるとスポ－ツを週 1 回以上行う「定期実施」は全体では 5 割半ばで
すが、年齢層が高いほどスポ－ツを頻繁に行う人の割合が高くなる傾向がみられ
ます。実施種目として、散歩やウォーキングは年齢を問わない一方で、ラジオ体
操やゴルフ（コース）は年代が高くなるほど、ストレッチングやジョギングは年
代が低くなるほど実施者が多くなっています。 

②行ったスポ－ツ種目としては、散歩やウォ－キング、ラジオ体操、ストレッチン
グなど一人で行う運動が多く、実施場所としては、自宅（敷地内）、道路、公園、
山岳・森林等の自然環境が多くみられました。自然地や道路を活用した散歩、ウ
ォーキングや公園や自宅におけるストレッチなど気軽にできるスポーツへのニー
ズが高くなっています。 

③イベントや施設に関する情報、気軽に取り組めるスポーツに関する情報、スポー
ツ教室に関する情報の入手が求められているほか、8 割以上の人が何らかのイベ
ントに参加したいと考えています。 

④スポ－ツ実施の阻害要因として、成人では、仕事や家事で忙しく（時間がない）
や面倒くさいが多く、子どもでは、ゲームなどの時間が長く外に出ない、塾や習
い事が忙しく時間がない、場所がない、外が危険といった意見が多く挙げられて
います。 

⑤障がい者スポーツについて、実際に観戦・参加したり、大会スタッフとして関わ
ったりしている人はそれほど多くありませんが、8 割の人がテレビなどで情報を
得るなど、関心は持っていることがわかります。 

《スポーツ意識調査-年代別、この 1年間における運動やスポーツを実施した回数》 

（回答者 106 人） 
18～39 歳

（回答者 427 人）
40～59 歳

（回答者 510 人）
60歳以上

（回答者 1,050 人）
全体

スポーツ定期実施者

（無回答を除く）

45.2%

48.0％

55.6%

63.8％
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《スポーツ意識調査-この 1年間に実施した運動･スポーツ(左)と実施した場所(右)(主なもの)》 

【“するスポーツ”の推進に向けた課題】 
①本市においては、今後も高齢者の増加が想定され、健康づくりや体力の維持・向上につ
ながる運動・スポーツの推進が求められます。また、子どもの体力が全国平均より低い
ことから、子どもが楽しく親しみながら運動・スポーツの習慣を身に付けられる環境の
充実が必要です。 

②ライフステージにより、スポーツへの関心や運動能力、阻害要因も異なることから、そ
れぞれのライフステージに対応した情報発信や機会の提供、環境整備が求められます。
また、子どもが運動・スポーツを行うことの必要性について、大人が理解を深めるため
の啓発を行うことも必要です。

③市民一人ひとりが本市の自然環境や歴史文化にふれながら運動・スポーツに取組んでい
くことが重要であり、気軽に参加できるイベント開催のほか、SNS を活用したスポーツ
情報の発信や情報サービスの一元化など、市民ニーズに応じた効果的な情報提供が求め
られます。 

④本市では令和 3 年 1 月に「芦屋市障がいを理由とする差別のない誰もが共に暮らせるま
ち条例」を施行するなど、障がいのある人もない人も安心して暮らせる社会の実現を目
指しています。スポーツにおいても、障がいの有無等に関わらず参加できるインクルー
シブスポーツの推進に取り組み、誰もがスポーツに親しむことができる環境を整えるこ
とが重要です。 

スポーツ実施場所 回答率

道路 36.2％

自宅または自宅敷地内 31.4％

山岳・森林・海・湖・川等 29.8％

公園 28.3％

民間商業インドア施設 

(会員制フィットネスクラブなど)
21.5％

民間商業アウトドア施設 

(レジャープール、スキー場、 

ゴルフ場など) 

19.8％

公共スポーツ施設 19.5％

回答者952人
（無回答を除く）

回答者870人
（無回答を除く）
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⑤障がいのある人が身近にスポーツに親しめるよう、関係機関と連携しながら、施設のバ
リアフリー化や障がい者スポーツを支える人材の確保、イベントの開催のほか、障がい
者スポーツに関する情報発信や普及啓発を通じ、交流促進や市民への理解を深めること
が求められます。 

ウォーキングとは、「歩く」という老若男女を問わず行うことが可能な活動を、健康増進や生活習慣病

予防のための運動とすることをいいます。 

長時間継続して歩くことで手軽に有酸素運動ができることから、体脂肪の減少による肥満解消や血中

の中性脂肪の減少、血圧や血糖値の改善に効果があります。さらに運動することによる心肺機能の改善

や骨粗鬆症の予防などの効果も見込まれます。

また、ジョギングとは異なり、膝や腰の疾患を抱えている方でも傷害のリスクが少なく、精神面でも開

始時のハードルが低い運動として人気があります。 

ウォーキングは習慣化することが大切ですので、歩数計で記録を残したり、身近なところから目標を

立てたり、同好の方と交流しながら、無理なく続けていくことが重要です。

【 ウォーキング 】
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（２）“みるスポーツ”の推進 
【現状の整理】
①本市には、主なスポーツ施設として、総合公園競技場、芦屋中央公園野球場、市
立体育館、川西運動場、芦屋公園テニスコート、海浜公園水泳プール等などが整
備されていますが、基本的には“するスポーツ”対応の施設であり、大規模なスポ
ーツイベントを開催するなど集客性の高いものはありません。 

②意識調査によると、1 年間で観戦したスポーツとしては、プロ野球、プロサッカ
ー、大相撲、ゴルフ、テニス、バレーボール、スケートなどテレビ中継が行われ
ているものが多く、実施に行っているスポーツとは乖離しています。観戦理由と
しては、そのスポーツそのものや選手が好きといったシンプルなものが多く、ス
ポーツへの憧れや感動、一体感が重視されています。 

《スポーツ意識調査-この 1年間に現地やメディア等で観戦したスポーツ(左)(主なもの)
とその種目の実施状況(右)》 

硬式0.4％、軟式 0.8％ 

項目なし 

コース13.7％、練習場12.9％ 

サッカー1.6％、フットサル 0.6％ 

テニス 7.1％、ソフトテニス 0.5％、スポンジテニス0.4％ 

スケート1.7％、スケートボード 0.3％ 

陸上競技0.8％、ジョギング 9.9％ 

回答者1,041 人
（無回答を除く）

回答952 人
（無回答を除く）
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【“みるスポーツ”の推進に向けた課題】 
①“みるスポーツ”は、“するスポーツ”、“ささえるスポーツ”への誘因、意識醸成に
つながることが期待されています。スポーツへの関心を高め、より多くの市民が
スポーツを介して快適な暮らしが実現できるよう、“みるスポーツ”に対応した市
内の主要施設等を活用が求められています。 

②誰もが気軽にスポーツの観戦を楽しむことができるよう、既存の施設におけるバ
リアフリー化や、新規にスポーツ施設を整備する際にはユニバーサルデザインの
観点のもとハード、ソフト両面からの配慮が求められています。 

③芦屋ゆかりのスポーツ人物像の充実や市内で開催されるスポーツ大会・競技会の
情報周知など、市民の関心を高めることが求められています。

④芦屋市内にはプロスポーツチームがないことから、市民が気軽にスポーツを観ら
れるよう兵庫県内のスポーツチームと連携したスポーツ観戦やアスリートと触れ
合える機会となるイベントの誘致などが期待されています。 

⑤スポーツに関する施設やイベントなどの情報について、求めている情報をそれぞ
れが求める形で受信できるよう、「広報あしや」等の既存の媒体を活用しつつ、Ｉ
ＣＴ（情報通信技術）なども最大限に活用し、効果的に情報を発信していくこと
が必要になっています。 
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（３）“ささえるスポーツ”の推進 
【現状の整理】
①スポーツに関するボランティア活動経験者はそれほど多くありませんでしたが、
一方で、好きなスポーツへの支援や社会貢献、地域での居場所や生きがい作り、
また新たな出会いや交流につながるものであれば参加すると考える意見がみられ
ました。このため、こうした環境整備やきっかけづくり、情報発信が求められま
す。 

②公共スポーツ施設の稼働率は高く、施設が不足しているほか、スポーツ意識調査
においても、公共スポーツ施設の充実やスポーツ施設を併設した公共施設の充実、
公園施設の充実など、スポーツ実施場所への要望が高まっています。 

③市教育委員会や市スポーツ協会、スポーツクラブ 21（コミスク）などが開催する
スポーツ行事への参加者数は現状ではあまり多くありませんが、今後、情報提供
の要望に応えることで参加者が増加することが考えられます。 

公共 

公共 

民間 

民間 

民間 

回答者983人
（無回答を除く）

回答者数 201 人
（無回答を除く）

回答者1,054 人
（無回答を含む）

回答者1,046 人
（無回答を除く）

《スポーツ意識調査-この 1年間での運動やスポーツに関するボランティア活動実施状況(左)
と活動を実施したり続けたりするきっかけ(右)(主なもの)》 

《スポーツ意識調査-加入しているスポーツクラブ等(上)とスポーツ施設に必要と思うもの(下)》 
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【“ささえるスポーツ”の推進に向けた課題】 
①地域のスポーツクラブ・サークル・同好会の加入者は多くありませんが、市民の
スポーツ参加機会の増加や地域交流の活性化等、地域スポーツの担い手として、
また地域コミュニティの核のひとつとしての役割が期待されています。 

②市民のスポーツ活動の推進にあたっては、行政だけでなく、市民に身近な存在で、
幅広く専門的な知見を有しているスポーツ推進委員や、スポーツクラブ･団体等の
活躍が期待されており、このような人材の育成や組織の充実が求められています。 

③スポーツを安全に正しく楽しむことを教える人材として、スポーツ指導者やスポ
ーツボランティアの存在意義は大きく、市民の運動・スポーツ活動の推進におい
て、スポーツの適切な指導や、多様なニーズに応じた教室を運営できる人材の育
成、発掘、招致が求められています。 

④スポーツを通じてすべての人々が幸福で豊かな生活を営むことができる社会の創
出のためには、行政、学校・大学スポーツ団体及び民間事業者など、スポーツに
関する多様な主体が連携・協働して、スポーツの推進に取り組んでいくことが重
要です。 

⑤民間のスポーツクラブやスポーツ施設との連携も視野に入れたスポーツ教室やイ
ベントの開催などが求められます。 

⑥「あしやスポーツフォーラム」等をはじめとしたスポーツ団体、学校・大学、行
政等が連携し、市民のだれもが、いつでも、どこでも、それぞれの目的に応じて
気軽に参加できるスポーツやレクリエーション活動を提供できる活動環境や指導
体制を充実させ、市のスポーツを推進していくことが求められます。 
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第３章 推進計画の目標と基本的考え方

１ 基本理念（ヴィジョン） 
令和 3 年（2021）に策定された第 5 次芦屋市総合計画では、10 年後の市の将来像
として「人がつながり 誰もが輝く 笑顔あふれる住宅都市」を掲げており、芦屋な
らではのまちの良さを継承しながら、将来の世代にわたって人々の笑顔があふれ、誇
りを持てるまち、さらには多くの人に憧れと夢を持って選ばれる「住み続けたいまち、
住んでみたいまち芦屋」を目指すこととしています。 

本計画では、令和 5 年（2023）に策定された「第 3 期芦屋市スポーツ推進計画」
の基本理念に基づき、誰もが多様なスポーツを身近で気軽に楽しんで実施できるよう、
市民と地域の関係団体、行政が一体となって各種施策を進めます。

【基本理念（ヴィジョン）】 

２ 使命（ミッション） 

【使命（ミッション）】

を推進し 
すべての市民がスポーツを楽しむことができる環境

を創る 

スポーツ団体・教育機関・民間事業者・行政が
補い合いながら連携・協働することによって 

すべての市民が楽しむことができるスポーツ環境を創る
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３ 政策目標 

（１）“するスポーツ”の推進

（２）“みるスポーツ”の推進 

（３）“ささえるスポーツ”の推進 

４ 数値目標（第３期芦屋市スポーツ推進計画終了年度まで）
前計画である第 2 期芦屋市スポーツ推進計画における数値目標について、芦屋市ス
ポーツ推進審議会から市の現状に沿った数値目標に見直しを行う内容の答申を受けま
した。 
このため、令和4年（2022）３月 25日にスポーツ庁が策定した「第3期スポーツ
基本計画」における数値目標を参考に見直しを行い、本計画においては下記の数値目
標を掲げ、達成を目指します。 

（１）成人の週１回以上のスポーツ実施率 65%を目指します。 

（２）成人の週３回以上のスポーツ実施率 35%を目指します。 

（３）成人の年 1回以上のスポーツ実施率を100%に近づけることを目指し

ます。 

成人の週１回以上の 
スポーツ実施率65.0%

成人の週３回以上の 
スポーツ実施率

成人の年1回以上の 
スポーツ実施率

６５％

３５％

１００％
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第４章 具体的な施策の展開

１ “するスポーツ”の推進 
【重点分野】 

【分野ごとのテーマ】 

（１）子どもが楽しめるスポーツの推進 

①子どもが気軽にスポーツを楽しむことができる機会を整える。 
②親と子が一緒にスポーツを楽しむことができる機会を整える。 
③子どもがスポーツを嫌いにならない仕組みを創出する。

（２）成人が楽しめるスポーツの推進 

①働き盛り世代が気軽にスポーツを楽しむことができる機会を整える。 
②子育て世代が気軽にスポーツを楽しむことができる環境を整える。 
③性別に関係なく誰もが気軽にスポーツを楽しむことができる機会を整える。 
④インクルーシブスポーツの推進に取り組み、誰もが等しくスポーツを楽しむこと
ができる機会を整える。

（３）高齢者が楽しめるスポーツの推進 

①高齢者が気軽にスポーツを楽しむことができる機会を整える。 
②高齢者が世代を超えて交流しながら一緒にスポーツを楽しむことができる機会を
整える。 

（４）障がい者が楽しめるスポーツの推進 

①障がい者が気軽にスポーツを楽しむことができる機会を整える。 
②障がい者にとって利便性が良く、安心して使うことができる環境を整える。
③ノーマライゼーションの観点から障がい者と健常者がスポーツで交流することが
できる機会と環境を整える。 

（１）子どもが楽しめるスポーツの推進 
（２）成人が楽しめるスポーツの推進 
（３）高齢者が楽しめるスポーツの推進 
（４）障がい者が楽しめるスポーツの推進 
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【具体的な取り組み】 

重点分野 分野ごとのテーマ 取組内容 今後の
方向性

子どもが 
楽しめる 
スポーツの
推進 

① 子どもが気軽にスポーツを楽しむこ
とができる機会を調整 

子どもを主体としたスポーツ関連イベントにつ
いて、市のホームページや広報を活用した情報
発信を進める。

維持 

② 親と子が一緒にスポーツを楽しむこ
とができる機会を調整 

「ファミリースポーツのつどい」や「新体力テ
スト」に親子で参加してもらえるように啓発し
ていく。

維持 

③ 子どもがスポーツを嫌いにならない
仕組みを創出 

市主催イベントにおいて、レベルを問わず行え
る視点を重視したプログラムの検討など、スポ
ーツを楽しむ仕組みづくりを進める。

維持 

成人が 
楽しめる 
スポーツの
推進 

① 働き盛り世代が気軽にスポーツを楽
しむことができる機会を調整 

体育館・青少年センターのトレーニング室や海
浜公園屋内プールなどの比較的遅い時間まで営
業している施設を案内していく。

拡大 

② 子育て世代が気軽にスポーツを楽し
むことができる環境を整備 

「ファミリースポーツのつどい」や「新体力テ
スト」に親子で参加してもらえるように啓発し
ていく。

維持 

③ 性別に関係なく誰もが気軽にスポー
ツを楽しむことができる機会を調整 

年齢、性別、障がいの有無にかかわらず、誰も
が楽しめるスポーツであるインクルーシブスポ
ーツ※の普及に取り組んでいく。

新規 

④
インクルーシブスポーツの推進に取
り組み、誰もが等しくスポーツを楽
しむことができる機会を調整

「ボッチャ」・「モルック」などの普及に取り組
んでいく。 新規 

高齢者が 
楽しめる 
スポーツの
推進 

① 高齢者が気軽にスポーツを楽しむこ
とができる機会を調整 

「出前講座」の貯筋運動やラジオ体操講習会を
地域に出向いて実施していく。 維持 

②
高齢者が世代を超えて交流しながら
一緒にスポーツを楽しむことができ
る機会を調整

世代を超え、誰もが参加できる「ラジオ体操」
を見直し、指導者の研修会や市民を対象とした
講習会を行うなどして、充実を図り推進する。

拡大 

障がい者が
楽しめる 
スポーツの
推進 

① 障がい者が気軽にスポーツを楽しむ
ことができる機会を調整 

障がいの種類や程度等、障がいの特性に合わせ
て楽しめるスポーツの啓発に取り組んでいく。 拡大 

② 障がい者にとって利便性が良く、安
心して使うことができる環境を整備 

既存のスポーツ施設のバリアフリー化を目指し
ていく。 維持 

③
ノーマライゼーションの観点から障
がい者と健常者がスポーツで交流す
ることができる機会と環境を整備

「しょうがい者とのスポーツ交流ひろば」の普
及啓発に取り組んでいく。 維持 

※インクルーシブスポーツ 
インクルーシブは、「すべてを包括する、包み込む」を意
味する言葉。障害の有無だけでなく、性別、年齢、国籍や
宗教、文化などの多様性（ダイバーシティ）を認め合い、
誰もが一緒に楽しめるスポーツのこと。 
対してパラスポーツは、身体機能や知的発育などに障が
いがある人が行うスポーツで、広く障がい者スポーツを表
す言葉。

インクルーシブスポーツとしてモルックを楽しむ様子
モルック（棒）を交互に投げて、番号の書いたピ

ンを倒し点数を競ったりして遊びます、
（出典：公園からの健康づくりネット）
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２ “みるスポーツ”の推進 
【重点分野】 

【分野ごとのテーマ】 

（１）みるスポーツ環境の整備 

①する人だけでなく、みる人も楽しく居心地の良い環境を整えたイベントの実施を推
進する。 
②兵庫県内のスポーツチームと連携し、市民が気軽にスポーツを観ることができる機
会を創出する。 

（２）みるスポーツ文化の充実 

①芦屋ゆかりのスポーツ人物像の充実を図る。 
②プロ・アマチュア問わず芦屋市内で開催されるスポーツ大会・競技会の情報を周
知する仕組み作りを研究していく。 

（３）みるスポーツ施設の充実 

①既存のスポーツ施設のバリアフリー化を目指す。 
②新規のスポーツ施設のユニバーサルデザイン化を目指す。 

（４）トップアスリートや兵庫県内のスポーツチームとの連携強化 

①トップアスリートと直接触れ合うことができるイベントの実施に取り組む。 
②兵庫県内のスポーツチームと協働し参加型の楽しめるイベントの実施に取り組む。 

（１）みるスポーツ環境の整備 
（２）みるスポーツ文化の充実 
（３）みるスポーツ施設の充実 
（４）トップアスリートや兵庫県内のスポーツチームとの連携強化 
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【具体的な取り組み】 

重点分野 分野ごとのテーマ 取組内容 今後の
方向性

みるスポーツ 
環境の整備 

①
する人だけでなく、みる人も楽し
く居心地の良い環境を整えたイベ
ントの実施を推進 

市が主催するイベントにおいて参加者が
楽しむことはもちろんのこと、見学者も
楽しく居心地が良いイベントを実施して
いく。

拡大 

②
兵庫県内のスポーツチームと連携
し、市民が気軽にスポーツを観る
ことができる機会を創出

兵庫県内のプロスポーツチームに芦屋市
民優待デーの開催を打診していく。 新規 

みるスポーツ 
文化の充実 

① 芦屋ゆかりのスポーツ人物像の充
実 

芦屋市にゆかりがあるスポーツ関係者の
掘り起こしに取り組み、市ＨＰの芦屋ゆ
かりのスポーツ人物像のページを充実し
ていく。

拡大 

②

プロ・アマチュア問わず芦屋市内
で開催されるスポーツ大会・競技
会の情報を周知する仕組み作りを
研究

各種スポーツ団体や中体連、高体連、学
連から情報提供を受け、広く市民に周知
する仕組みを研究していく。 

維持 

みるスポーツ 
施設の充実 

① 既存のスポーツ施設のバリアフリ
ー化 

既存のスポーツ施設のバリアフリー化を
目指していく。 維持 

② 新規のスポーツ施設のユニバーサ
ルデザイン化 

新規の施設のユニバーサルデザイン化を
目指していく。 新規 

トップアスリートや
兵庫県内のスポーツ
チームとの連携強化

① トップアスリートと直接触れ合う
ことができるイベントの実施 

兵庫県内のプロスポーツチームや関西広
域連合と協力してイベントを開催してい
く。

新規 

②
兵庫県内のスポーツチームと協働
し参加型の楽しめるイベントの実
施

兵庫県内のプロスポーツチームに参加型
のイベントの開催を打診していく。 新規 
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３ “ささえるスポーツ”の推進 
【重点分野】 

【分野ごとのテーマ】 

（１）スポーツリーダー・スポーツ指導者の発掘と育成 

①スポーツリーダー認定講習会の啓発活動を行い、新たなリーダーを発掘していく。
②誰でも気軽にスポーツリーダー・スポーツ指導者として活躍できる仕組みを研究
していく。 
③スポーツリーダーやスポーツ指導者に必要な指導法・体罰・ハラスメントに関す
る研修を積極的に受けていくように啓発していく。 
④女性がスポーツ指導者やスポーツ団体の役員に登用されるよう啓発していく。

（２）スポーツボランティアの発掘と育成 

①スポーツボランティアの啓発活動を行い、新たなボランティアを発掘していく。
②誰でも気軽にスポーツボランティアとして活躍できる仕組みを研究していく。 

（３）学校・地域との連携・協働の推進 

①官学連携を活用し、市民のニーズにマッチしたイベントを開催していく。
②市内の小学生・中学生を対象としたパラスポーツやインクルーシブスポーツの啓
発活動を行う仕組みを研究していく。
③スポーツ庁が示す「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総
合的なガイドライン」に基づき、学校部活動の地域連携等、学校部活動の適正な
運営や効率的・効果的な活動の在り方について協議し、地域連携及び移行を実施
していく。 

（４）地域のスポーツ団体のガバナンス強化 

①市民に最も近い受け皿である地域のスポーツ団体が継続的に活動できるよう、組
織の公平性や透明性を高められるように支援していく。 
②市民が気軽に地域のスポーツ団体の活動に参加できるような仕組み作りを研究し
ていく。 
③地域のスポーツ団体は、市民にとってハラスメントに関する最初の相談窓口とな
る可能性があるので、適切な対応が取れるように支援していく。

（１）スポーツリーダー・スポーツ指導者の発掘と育成 
（２）スポーツボランティアの発掘と育成 
（３）学校・地域との連携・協働の推進 
（４）地域のスポーツ団体のガバナンス強化
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【具体的な取り組み】 

重点分野 分野ごとのテーマ 取組内容 今後の
方向性

スポーツ
リーダー
・ 

スポーツ
指導者の
発掘と 
育成 

① スポーツリーダー認定講習会の啓発活
動を行い、新たなリーダーを発掘

「スポーツリーダー認定講習会」を広く市民に知
ってもらえるよう啓発に取り組み、受講者を増や
すことにより新たなリーダーの発掘をしていく。

維持 

②
誰でも気軽にスポーツリーダー・スポ
ーツ指導者として活躍できる仕組みを
研究

誰もが気軽にスポーツリーダーやスポーツ指導者
として活躍できる仕組みになると考えられるスポ
ーツ人材バンクの設置を研究していく。

新規 

③

スポーツリーダーやスポーツ指導者に
必要な指導法・体罰・ハラスメントに
関する研修を積極的に受けていくよう
に啓発

スポーツリーダーやスポーツ指導者のスキルや知
識に関するアップデートが必要不可欠であるた
め、資格取得や研修参加を促していく。 

拡大 

④ 女性がスポーツ指導者やスポーツ団体
の役員に登用されるよう啓発 

女性のスポーツ指導者や団体役員への登用が図ら
れるように働きかけていく。 維持 

スポーツ
ボラン 
ティアの
発掘と 
育成 

① スポーツボランティアの啓発活動を行
い、新たなボランティアを発掘 

新たなボランティアの発掘や市内の高校生にボラ
ンティアに戻ってもらうために啓発活動を行って
いく。

維持 

② 誰でも気軽にスポーツボランティアと
して活躍できる仕組みを研究 

誰もが気軽にスポーツボランティアとして活躍で
きるための仕組みとなると考えられるスポーツ人
材バンクの設置や有償化を研究していく。

新規 

学校・ 
地域等と
の連携・
協働の 
推進 

① 多様な主体との協力、連携によるスポ
ーツ推進体制の確立

県や大学、企業、地域等の所有する施設などの活
用やイベントの共催、情報共有など、市民へのス
ポーツの機会提供の一元化体制を確立する。

維持 

② 官学連携を活用し、市民のニーズにマ
ッチしたイベントを開催 

芦屋大学・芦屋学園と官学連携で実施している
「春のファミリースポーツのつどい」を更に充実
させていく。

拡大 

③
市内の小学生・中学生を対象としたパ
ラスポーツやインクルーシブスポーツ
の啓発活動を行う仕組みを研究

夏休み期間に小・中学生を対象としたパラスポー
ツやインクルーシブスポーツの体験会を実施して
いけるように研究していく。

新規 

④

スポーツ庁が示す「学校部活動及び新
たな地域クラブ活動の在り方等に関す
る総合的なガイドライン」に基づき、
中学校部活動の地域連携等、中学校部
活動の適正な運営や効率的・効果的な
活動の在り方について協議し、地域連
携及び移行を実施

中学校部活動の適正な運営や効率的・効果的な活
動の在り方について協議し、地域連携及び移行を
実施していく。 

拡大 

地域の 
スポーツ
団体の 
ガバナン
ス強化 

①
地域のスポーツ団体が継続的に活動で
きるよう、組織の公平性や透明性を高
められるように支援

地域のスポーツ団体の運営や会計に不備等が無い
ように日頃から団体との連携を密にしておく。 維持 

②
市民が気軽に地域のスポーツ団体の活
動に参加できるような仕組み作りを研
究

市民が気軽に地域のスポーツ活動に参加できるよ
うな仕組み作りを地域のスポーツ団体と協力して
研究していく。

維持 

③

地域のスポーツ団体は、市民にとって
ハラスメントに関する最初の相談窓口
となる可能性があるので、適切な対応
が取れるように支援

各種スポーツ団体のハラスメント相談窓口を把握
しておくとともに、行政においても法務コンプラ
イアンス課と連携しておく。 

新規 
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第５章 今後の推進に向けて

１ 芦屋市におけるスポーツ推進体制 
各種スポーツ団体、学校・大学、行政等における連携・協働によりスポーツ施策を推進
していきます。

学校 

（学校・大学）
スポーツ協会

レクリエーションスポーツ協会

スポーツクラブ２１ひょうご 

行政

スポーツ推進委員

支援

市民 

競技 

スポーツ 

レクリエーション 

スポーツ 

健康 

スポーツ 
障がい者 

スポーツ 

参加 参加参加参加 
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２ 芦屋市のスポーツ推進に向けて 
本計画を市民及び関係団体に周知し、生涯を通じてスポーツができる場や機会の充
実を図るとともに、進捗状況を把握し、結果について公表します。 

計画を効果的かつ着実に推進するために、「ＰＤＣＡサイクル」「計画（Plan）→実
行（Do）→点検・評価（Check）→改善（Action）」を確立し、継続的に計画の進捗
管理を実施していきます。

毎年度、具体的事業の進捗状況について段階別での評価を行うとともに、中間年度
においては、スポーツ施策推進本部において、進捗状況の確認及び見直しを検討しま
す。 
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１ 第３期スポーツ推進計画 

第１章 第３期推進計画の概要 
１．第３期推進計画の策定の背景 
国は、平成 23 年（2011）８月にスポーツ立国の実現を目指し、スポーツに関する施
策を総合的かつ計画的に推進するため、『スポーツ基本法（平成23年法律第78号）』を
施行し、平成 24 年（2012）３月に同法に基づく『スポーツ基本計画』を策定しました。
その後、平成 27 年（2015）10 月にスポーツ庁が設置され、平成 29 年（2017）３月
に『第２期スポーツ基本計画（平成 29 年度～令和３年度）』、令和４年（2022）３月に
新たに『第３期スポーツ基本計画（令和４年～令和８年度）』を策定しました。『第３期
スポーツ基本計画』では、国民が「する」「みる」「ささえる」ことを真に実現できる社
会を目指すため、①社会の変化や状況に応じて、柔軟に対応するというスポーツを「つ
くる／はぐくむ」という視点、②様々な立場・背景・特性を有した人・組織が「あつま
り」、「ともに」活動し、「つながり」を感じながらスポーツに取り組める社会の実現を
目指すという視点、③性別、年齢、障がいの有無、経済的事情、地域事情等に関わらず、
「誰もが」スポーツに「アクセスできる」社会の実現・機運の醸成を目指すという視点、
の３つの「新たな視点」を基軸として、スポーツそのものが有する価値やスポーツが社
会活性化等に寄与する価値をさらに高め、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競
技大会のスポーツ・レガシーを継承・発展させるとしています。 

２．第３期推進計画の趣旨 
平成30年 (2018)に策定された第２期芦屋市スポーツ推進計画及び芦屋市スポーツ推
進実施計画（後期）に基づき、スポーツ行政の推進に取り組んできました。「第３期芦
屋市スポーツ推進計画」では「“するスポーツ”“みるスポーツ”“ささえるスポーツ”を推
進し、すべての市民がスポーツを楽しむことができる環境を創る。」ことを目指してい
ます。 

３．第３期推進計画の目標 

（１）“するスポーツ”の推進 

（２）“みるスポーツ”の推進 

（３）“ささえるスポーツ”の推進 
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４．スポーツの定義 
スポーツ基本法では、スポーツを「心身の健全な発達、健康及び体力の保持・増進、
精神的な充足感の獲得、自律心その他の精神の涵養等のために個人又は集団で行われる
運動競技その他の身体活動」と定義しています。 
本計画では、スポーツを「競技スポーツに加え、ウォーキングやダンス、健康増進や
介護予防などにつながる体操・運動、野外活動やレクリエーション活動なども含む、自
発的に楽しむすべての身体活動」と定義します。 

５．計画の位置付け 
本計画は、スポーツ基本法第 10 条第１項に規定する「地方スポーツ推進計画」とし
て、国の「第３期スポーツ基本計画」および兵庫県の「兵庫県スポーツ推進計画」の趣
旨・内容を踏まえつつ、本市がスポーツを推進する上で目指すべき方向や取り組みを体
系的に示したものです。 

６．第３期推進計画の期間 
令和６年度(2024)から令和 15年度 (2033)の 10年間

７．第３期推進計画の構成 

（１）第１章「第３期推進計画の概要」 

（２）第２章「スポーツを取り巻く現状と課題」 

（３）第３章「第３期推進計画の目標」 

（４）第４章「“するスポーツ”の推進」 

（５）第５章「“みるスポーツ”の推進」 

（６）第６章「“ささえるスポーツ”の推進」 
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第２章 スポーツを取り巻く現状と課題 
１．社会情勢の変化 
人生100年時代の基盤は一人ひとりの心身の健康であり、スポーツは市民の健康づく
りや仲間づくりに寄与する活動として期待されています。しかし、令和２年（2020）
は、新型コロナウイルスの感染拡大により、東京 2020 オリンピック・パラリンピック
競技大会の延期など、大規模スポーツイベントの中止や、各種プロスポーツの開催時
期・方法の変更など、スポーツ推進に大きな衝撃、影響を与え、国が示した「新しい生
活様式」に留意しながら、スポーツ・レクリエーション活動等を行うことが求められて
きました。また、ＩＣＴ（情報通信技術）、ＡＩ（人工知能）、ＶＲ（仮想現実）などの
デジタル技術開発が急速に進展し、各種データを活用することによって、「みる」分野
におけるエンターテイメント性の向上、「する」分野における新たなスポーツの創造を
後押ししています。もう一方で、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会で
は、「多様性と調和」を基本的なコンセプトの一つとして、あらゆる面での違いを受け
入れて、互いに認め合う共生社会を育むことの重要性が改めて認識されました。

２．芦屋市の現状 
第２期芦屋市スポーツ推進計画及び芦屋市スポーツ推進実施計画（後期）に基づき、
“するスポーツ”“みるスポーツ”“ささえるスポーツ”に取り組み、すべての市民がスポー
ツに参加できる環境づくりを推進してきました。施設等のハード面、指導者・ボランテ
ィア等のヒューマン面の現状は以下の通りです。 

（１）ハードウエア面（施設等） 

①公共スポーツ施設の稼働率が高く、多くの市民や団体に利用されています。
②近代登山発祥の地と言われている芦屋ロックガーデンがあります。 
③高座の滝から芦屋ロックガーデン、六甲山へと続く登山道があり、市内・市外か
らの登山客で賑わっています。 
④海辺に兵庫県立海洋体育館があり、ヨットやカヌー、スタンドアップパドルボー
トなどのマリンスポーツが行われています。
⑤市内には多くのテニスコートがあり、平日・休日関係なく市民がテニスを楽しん
でいます。 

⑥公共のスポーツ施設は、ＪＲよりも南側に多く設置されています。 
⑦安心してウォーキングや散歩に取り組める道路環境が必要とされています。
⑧気軽に運動ができるように健康遊具が設置された公園があります。 
⑨公園ではラジオ体操やペタンク、グランドゴルフなどのレクリエーションスポー
ツが行われています。
⑩市内の小学校は、スポーツクラブ 21 やコミュニティスクールに学校体育施設を開
放しています。 
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（２）ソフトウエア面（プログラム・イベント等） 

①毎年４月中旬に昭和59年(1984)に始まった芦屋さくらファンランが開催されてい
ます。 
②スポーツ団体間における連携・協働を進めるために、スポーツ協会、レクリエー
ションスポーツ協会、スポーツ推進委員会、スポーツクラブ 21 ひょうご連絡協議
会の４団体であしやスポーツフォーラムを設立しています。
③社会福祉協議会、障がい者スポーツ指導者協議会とスポーツ推進課が協力して、
偶数月の第３火曜日・偶数月の第３土曜日にしょうがい者とのスポーツ交流広場
が開催されています。 
④芦屋市スポーツ協会の主催であしやユナイテッドリレーマラソンや子ども居場所
づくりなどの事業が実施されています。 
⑤様々なスポーツ教室が開催されていますが、単発で個人でも参加しやすいスポー
ツ教室の開催が求められます。 
⑥運動・スポーツ実施のきっかけづくりのために、市民を対象に新体力テスト測定
会が開催しています。 
⑦秋は親と子で一緒に楽しむ運動を、春は芦屋大学と連携してかけっことサッカー
の教室をファミリースポーツのつどいとして開催しています。 
⑧小学校高学年を対象にした国体選手による少年少女カヌー教室を毎年初夏に開催
しています。 
⑨全国大会、国際大会に出場した市内在住のプロではない者に対してスポーツ活動
助成金を給付しています。
⑩県大会、近畿大会、全国大会、国際大会で活躍した市内在住・在勤・在学の者及
び市内に住所を有する団体に対してスポーツ賞・スポーツ特別賞を授与していま
す。 

（３）ヒューマン面（指導者・ボランティア等） 

①公募及び地域スポーツ団体からの推薦で選出されたスポーツ推進委員が２年間の
任期で市内のスポーツ推進のために活動しています。 

②スポーツリーダー認定講習会を実施し、新たな人材の発掘に取り組んでいます。 
③スポーツリーダーバンクが設置されていますが、活用されていない状況となって
います。 
④中学校部活動の地域移行へ向け、地域の指導者の確保、育成が急務となっていま
す。 
⑤中学校部活動の地域移行へ向け、地域の受け皿となるスポーツ団体の確保、育成
が急務となっています。 
⑥地域におけるスポーツ指導者に対する体罰やハラスメント防止のための研修が必
要となっています。 
⑦スポーツ活動に携わるボランティアの発掘、育成が課題となっています。 
⑧障がい者スポーツに携わるボランティアの発掘、育成が課題となっています。 
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⑨市民がスポーツを気軽に行うための受け皿となる地域のスポーツ団体が必要とな
っています。 
⑩市民の受け皿として長く活動していけるように地域のスポーツ団体の透明性とガ
バナンスを強化する必要があります。 

３．芦屋市の特徴 
令和４年（2022）10 月に実施した「芦屋市民スポーツ意識調査」の市民のスポーツ
に対する意識や実践状況、ニーズ等は以下のとおりです。
（１）週１回以上の「定期実施者」は、全体で 55.6%であり、前回調査（Ｈ29 年度）

（64.3%）、前々回調査（Ｈ24 年度）（62.0%）より減少していますが、国
（56.4%）と比較すると同程度の値です。また、週３回以上の「定期実施者」
は全体で 23.2%であり、前回調査（Ｈ29 年度）（31.7%）、前々回調査（Ｈ24
年度）（29.0%）より減少しています。 

（２）実施種目は、１位「散歩・ウォ－キング」（70.6%）、２位「ラジオ体操」
（19.6%）、３位「ストレッチング」（16.0%）の順であり、基礎的なトレーニ
ングが大半を占めています。 

（３）運動・スポ－ツの実施理由は、「健康増進・維持」が 58.6%、「運動不足解消」
が 53.8%、「楽しみ・気晴らし」が 53.6%となっており、男性では「楽しみ・
気晴らし」が最も多く、女性では「健康増進・維持」が最も多いのが特徴です。

（４）市民が望んでいる種目は、１位「散歩・ウォーキング」（24.2%）、２位「ヨガ」
（21.8%）、３位「水泳」（15.0%）の順であり、個人で行える種目が大半を占
めています。 

（５）自身の健康状態の自己評価は、「健康である」と「どちらかといえば健康である」
を合わせると 90.5%でした。また、体力の自己評価は、最も多い回答は「どち
らかといえば体力に自信がある」（51.0%）でした。「体力に自信がある」は全
体で 9.1%となっており、男性で 13.0%、女性で 6.9%となっています。 

（６）１年間におけるスポーツ行事への参加状況は、「参加した」が全体で 12.4%と
なっています。参加したスポーツ行事、参加したいスポーツ行事ともに、「参加
型イベント」が最も高くなっています。 

（７）スポーツクラブや同好会に、「加入している」は全体で 21.3%であり、前回調
査（Ｈ29 年度）の 28.3%より減少しています。また、その内訳は、「民間のス
ポーツクラブ（会員制フィットネスクラブなど）」（59.2%）、「地域のスポーツ
クラブ・サークル・同好会」（31.3%）に加入している人が多くみられます。 

（８）運動・スポーツ情報のニーズは、「イベント情報」が 49.7%と最も高くなって
います。なお、その情報源について、「広報あしや」が 62.5%と最も高く、前
回調査（Ｈ29 年度）と比較すると、「広報あしや」、「テレビ・ラジオ」が増加
する一方、「新聞・雑誌」が減少しています。 

（９）スポーツに関わるボランティア活動に、「おこなった」と回答した人は全体で
4.1%でした。その内容として最も多かった項目が「運動・スポーツの指導」
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（39.0%）で、そのきっかけは、「好きなスポーツの普及・支援」が 39.1%、
次いで「地域での居場所、役割、生きがい」が 34.0%、「出会い・交流の場」
が 33.7%となっています。 

（10）障がい者スポーツへの関与について、「テレビやラジオ、新聞などで見たり、
聞いたりしたことがある」が 93.1%と最も多くなっています。また、今後障が
い者スポーツを支援するボランティア活動をおこないたいかについて、「おこな
いたい」は 20.9%となっており、前回調査（Ｈ29 年度）の「ぜひ行いたい」
「できれば行いたい」の合算値 11.2%からは増加しています。 

４．芦屋市の課題 
現状の課題は以下のとおりです。 
（１）公共スポーツ施設の稼働率が高く、多くの市民に利用されているものの、施設

数が不足しています。身近で手軽に利用できるニーズへの対応が必要です。
（２）市民需要の高いウォーキングや体操、ストレッチングを行える機会を増やすこ

とで、スポーツや運動の実施率を高められる可能性があります。
（３）好きなスポーツの普及・支援や、生きがい、地域での交流などを通じたスポー

ツの一層の振興に向け、スポーツ環境を支えるボランティアの発掘・育成に取
り組むとともに、スポーツ教室やイベントの開催などを通じて、スポーツ関係
団体、民間企業等と連携・協働する必要があります。

（４）スポーツや運動の取り組み促進にあたっては、目的（運動不足解消・体力づく
り）や種目を考慮することが重要です。また、スポーツや運動の種目は、年代
などでニーズが異なる点にも配慮が必要です。

（５）市民がスポーツや運動に親しんだり、参加したりするきっかけづくりの観点か
らもスポーツイベントを通じて、スポーツの魅力を広く周知していくことが必
要です。スポーツを支える活動に関わっている人の割合はごくわずかとなって
いますが、スポーツをすることができる環境づくりを整備するためには、活動
を支えるボランティア等の協力が必要です。そのため、スポーツを支える活動
の普及推進と人材の発掘、育成が必要です。 

（６）民間のスポーツクラブの加入が高くなっています。一方で、地域のスポーツク
ラブ・サークル・同好会は、市民のスポーツ参加機会の増加や地域交流の活性
化等、地域スポーツの担い手として、また地域コミュニティの核としての役割
が期待されています。 

（７）スポーツに関する施設やイベントなどの情報について、求めている情報をそれ
ぞれが求める形で受信できるよう、「広報あしや」等の既存の媒体を活用しつ
つ、ICT（情報通信技術）なども最大限に活用し、効果的に情報を発信してい
くことが必要です。 

（８）障がい者スポーツの認知度は高くなっています。今後も、障がい者スポーツに
関する情報発信を行い、普及啓発を通じて、障がいのある人への理解や交流を
促進していくことや、障がいの有無や年齢・性別等に関わらず参加できるイン
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クルーシブスポーツの推進に取り組み、多くの人がスポーツに親しむことがで
きる環境を整えることが必要です。 

（９）少子化や教員の働き方改革の一環などで、国は中学校運動部活動を地域のスポ
ーツクラブなどに段階的に移行していく方針を示されていることから、運動部
活動の活性化と継続に対して、地域における受け皿のシステムづくりが必要で
す。 

（10）子どもの体力が全国平均より低いことから、すべての子どもが、楽しく親しみ
ながら運動・スポーツの習慣を身に付け、生涯にわたり健康に生活するための
土台を形成するとともに、体力向上につながるスポーツ環境の充実が必要です。 
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第３章 第３期推進計画の目標 
１．基本理念（ヴィジョン）
“するスポーツ”“みるスポーツ”“ささえるスポーツ”を推進し、すべての市民がスポー
ツを楽しむことができる環境を創る。 

２．使命（ミッション） 
スポーツ団体、教育機関、民間事業者、行政が補い合いながら連携・協働することに
よって、すべての市民が楽しむことができるスポーツ環境を創る。

３．政策目標 
（１）“するスポーツ”の推進
（２）“みるスポーツ”の推進
（３）“ささえるスポーツ”の推進

４．数値目標（本計画終了年度まで）
（１）成人の週１回以上のスポーツ実施率が、前々回調査（Ｈ24 年度）では 62.0%、

前回調査（Ｈ29 年度）では 64.3%となっていたが、今回調査（Ｒ４年度）で
は 55.6%となっている。今回の計画では成人の週１回以上のスポーツ実施率
65.0%を目指します。 

（２）成人の週３回以上のスポーツ実施率が、前々回調査（Ｈ24 年度）では 29.0%、
前回調査（Ｈ29 年度）では 31.7%となっていたが、今回調査（Ｒ４年度）で
は 23.2%となっている。今回の計画では成人の週３回以上のスポーツ実施率
35.0%を目指します。 

（３）今回の計画では成人の年 1 回以上のスポーツ実施率を 100%に近づけることを
目指します。 
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第３期芦屋市スポーツ推進計画（概要） 

＜基本理念（ヴィジョン）＞

“するスポーツ”“みるスポーツ”“ささえるスポーツ”を推進し、すべての市民がスポーツ
を楽しむことができる環境を創る。 

＜使命（ミッション）＞

スポーツ団体、教育機関、民間事業者、行政が補い合いながら連携・協働することによ
って、すべての市民が楽しむことができるスポーツ環境を創り出す。

＜政策目標＞

“するスポーツ”の推進 “みるスポーツ”の推進 “ささえるスポーツ”の推進 

＜重点分野＞

（１）子どもが楽しめるス
ポーツの推進 

（２）成人が楽しめるスポ
ーツの推進 

（３）高齢者が楽しめるス
ポーツの推進 

（４）障がい者が楽しめる
スポーツの推進 

（１）みるスポーツの環
境整備 

（２）みるスポーツ文化
の充実 

（３）みるスポーツ施設
の充実 

（４）トップアスリート
やプロスポーツチ
ームとの連携強化

（１）スポーツリーダー・ス
ポーツ指導者の発掘と
育成 

（２）スポーツボランティア
の発掘と育成 

（３）学校・地域との連携・
協働の推進 

（４）地域のスポーツ団体の
ガバナンス強化
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第４章 “するスポーツ”の推進 
１．重点分野 

（１）子どもが楽しめるスポーツの推進 

（２）成人が楽しめるスポーツの推進 

（３）高齢者が楽しめるスポーツの推進 

（４）障がい者が楽しめるスポーツの推進 

２．分野ごとのテーマ 

（１）子どもが楽しめるスポーツの推進 

①子どもが気軽にスポーツを楽しむことができる機会を整える。 
②親と子が一緒にスポーツを楽しむことができる機会を整える。 
③子どもがスポーツを嫌いにならない仕組みを創出する。 

（２）成人が楽しめるスポーツの推進 

①働き盛り世代が気軽にスポーツを楽しむことができる機会を整える。 
②子育て世代が気軽にスポーツを楽しむことができる環境を整える。 
③性別に関係なく誰もが気軽にスポーツを楽しむことができる機会を整える。 
④インクルーシブスポーツの推進に取り組み、誰もが等しくスポーツを楽しむこと
ができる機会を整える。 

（３）高齢者が楽しめるスポーツの推進 

①高齢者が気軽にスポーツを楽しむことができる機会を整える。 
②高齢者が世代を超えて交流しながら一緒にスポーツを楽しむことができる機会を
整える。 

（４）障がい者が楽しめるスポーツの推進 

①障がい者が気軽にスポーツを楽しむことができる機会を整える。 
②障がい者にとって利便性が良く、安心して使うことができる環境を整える。
③ノーマライゼーションの観点から障がい者と健常者がスポーツで交流することが
できる機会と環境を整える。 
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第５章 “みるスポーツ”の推進 
１．重点分野 

（１）みるスポーツの環境整備 

（２）みるスポーツ文化の充実 

（３）みるスポーツ施設の充実 

（４）トップアスリートやプロスポーツチームとの連携強化 

２．分野ごとのテーマ 

（１）みるスポーツの環境整備 

①する人だけでなく、みる人も楽しく居心地の良い環境を整えたイベントの実施を
推進する。 
②兵庫県内のスポーツチームと連携し、市民が気軽にスポーツを観ることができる
機会を創出する。 

（２）みるスポーツ文化の充実 

①芦屋ゆかりのスポーツ人物像の充実を図る。 
②プロ・アマチュア問わず芦屋市内で開催されるスポーツ大会・競技会の情報を周
知する仕組み作りを研究していく。 

（３）みるスポーツ施設の充実 

①既存のスポーツ施設のバリアフリー化に取り組む。 
②新規のスポーツ施設のユニバーサルデザイン化に取り組む。 

（４）トップアスリートやプロスポーツチームとの連携強化 

①トップアスリートと直接触れ合うことができるイベントの実施に取り組む。 
②兵庫県内のスポーツチームと協働し参加型の楽しめるイベントの実施に取り組む。 
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第６章 “ささえるスポーツ”の推進 
１．重点分野 

（１）スポーツリーダー・スポーツ指導者の発掘と育成 

（２）スポーツボランティアの発掘と育成 

（３）学校・地域との連携・協働の推進 

（４）地域のスポーツ団体のガバナンス強化 

２．分野ごとのテーマ 

（１）スポーツリーダー・スポーツ指導者の発掘と育成 

①スポーツリーダー認定講習会の啓発活動を行い、新たなリーダーを発掘していく。
②誰でも気軽にスポーツリーダー・スポーツ指導者として活躍できる仕組みを研究
していく。 
③スポーツリーダーやスポーツ指導者に必要な指導法・体罰・ハラスメントに関す
る研修を積極的に受けていくように啓発していく。 
④女性がスポーツ指導者やスポーツ団体の役員に登用されるよう啓発していく。

（２）スポーツボランティアの発掘と育成 

①スポーツボランティアの啓発活動を行い、新たなボランティアを発掘していく。 
②誰でも気軽にスポーツボランティアとして活躍できる仕組みを研究していく。 

（３）学校・地域との連携・協働の推進 

①官学連携を活用し、市民のニーズにマッチしたイベントを開催していく。
②市内の小学生・中学生を対象としたパラスポーツやインクルーシブスポーツの啓
発活動を行う仕組みを研究していく。

（４）地域のスポーツ団体のガバナンス強化 

①市民に最も近い受け皿である地域のスポーツ団体が継続的に活動できるよう、組
織の公平性や透明性を高められるように支援していく。 
②市民が気軽に地域のスポーツ団体の活動に参加できるような仕組み作りを研究し
ていく。 
③地域のスポーツ団体は、市民にとってハラスメントに関する最初の相談窓口とな
る可能性があるので、適切な対応が取れるように支援していく。
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《関係資料》

芦屋市スポーツ推進審議会・同調査専門部会審議日程 

日程 会議名 内容 

令和 4年

8月 5日

令和 4年度第 1回 

芦屋市スポーツ推進審議会

・第 3期スポーツ推進計画策定の諮問 

・市民スポーツ意識調査実施の承認

・調査専門部会設置の承認 

令和 5年

2月 10 日

令和 4年度第 1回 

調査専門部会 
・市民スポーツ意識調査の結果に関する報告

3月 10 日
令和 4年度第 2回 

芦屋市スポーツ推進審議会
・市民スポーツ意識調査の結果に関する報告

5月 12 日
令和 5年度第 1回 

調査専門部会 
・第 3期スポーツ推進計画（答申）（案）の検討 

5 月 26 日
令和 5年度第 1回 

芦屋市スポーツ推進審議会
・第 3期スポーツ推進計画（答申）（案）の審議 

6 月 9 日
令和 5年度第 2回 

調査専門部会 
・第 3期スポーツ推進計画（答申）（案）の検討(継続)

6 月 23 日
令和 5年度第 3回 

調査専門部会 
・第 3期芦屋市スポーツ推進計画（答申）の完成 

6 月 29 日
令和 5年度第 2回 

芦屋市スポーツ推進審議会
・教育長へ第 3期芦屋市スポーツ推進計画の答申 
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芦屋市スポーツ推進審議会委員一覧 

（令和４年８月１日現在）

氏 名 役職 
調査専門 

部  会 
所 属 

松尾 信之介 会長  大阪学院大学 准教授 

中道 莉央  部会員 びわこ成蹊スポーツ大学 准教授 

青野 桃子 副会長 部会長 大阪成蹊大学 講師 

関 めぐみ  部会員 甲南大学 講師 

和田 由佳子   立命館大学 専任講師 

京田 弘幸  部会員 特定非営利活動法人芦屋市体育協会 副会長

井原 一久   芦屋市レクリエーションスポーツ協会 会長

根来 俊彦   芦屋市スポーツ推進委員会 副会長

中田 伊都子  部会員 スポーツクラブ２１ひょうご芦屋市連絡協議会 会長

中村 麻衣   市民公募

野村 大祐   芦屋市教育委員会学校教育部学校教育課長

岩本 和加子   芦屋市教育委員会社会教育部生涯学習課長

（順不同）
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（諮問文） 

芦教ス第２８０号 
令和４年８月１日

 芦屋市スポーツ推進審議会 
会長 松尾 信之介 様 
                              芦屋市教育委員会 

教育長 福岡 憲助 

「第３期芦屋市スポーツ推進計画」の策定について（諮問） 

このことについて、芦屋市スポーツ推進審議会条例第２条の規定に基づき、理由を添え
て諮問します。 

（理由）
国においては、スポーツ基本法に基づき、令和４年３月に「第３期スポーツ基本計画」
が策定されました。 
兵庫県においては、国が策定した「第３期スポーツ基本計画」を参酌し、令和４年４月
に「第２期スポーツ推進計画」が策定されました。 
芦屋市においては、平成２６年３月に策定した「芦屋市スポーツ推進実施計画」が令和
５年度で最終年を迎えます。
このような諸情勢を踏まえ、「芦屋市スポーツ推進実施計画」の検証及び令和４年１０
月に実施する「市民スポーツ意識調査」の結果を基に、今後も市民がそれぞれの状況に応
じながら継続してスポーツが実施できるように「第３期芦屋市スポーツ推進計画」を策定
したいと思います。 

（諮問事項） 
芦屋市の実情に即した新たなスポーツ推進の計画について 

（答申時期） 
令和５年６月末を目途にお願いします。

以 上 
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令和４年度芦屋市民スポーツ意識調査報告書

＜調査結果の要約＞ 
住民基本台帳より、18 歳以上 79 歳以下の芦屋市民 3,000 人を標本(系統抽出法)に
し、郵送及び電子回答による意識調査を実施した(令和４年 10 月)。有効回収数は
1,054 票、有効回収率は 35.1%であった。 

１．週 1 回以上の「定期実施者」について、全体で 55.6%（男性 53.4%、女性
56.9%）であり、前回調査（H29）の 64.3%、前々回調査（H24）の 62.0%より
減少しているが、R3 の全国平均（56.4%）と比較すると同程度の値である。これ
は、第 3 期スポ－ツ基本計画（スポ－ツ庁、2022）が目指す 70%の数字を 14 ポ
イントほど下回る値である。週 3 日以上の「定期実施者」は全体で 23.2%（男性
21.1%、女性 24.7%）であり、前回調査（H29）の 31.7%、前々回（H24）の
29.0%より減少している。「未実施者」（年間ゼロ）は全体で 14.0%（男性 11.2%、
女性15.8%）であり、前回調査（H29）の8.2%より増加している。年齢層別にみ
ると、「週に 1 日以上」行っている人の割合は、18～39 歳が 45.2%、40～59 歳
が 48.0%、60歳以上が 63.8%と年齢層があがる程が高くなっている。 

２．この 1 年間に行った運動・スポ－ツ種目について、1 位「散歩・ウォ－キング」
（70.6%）、2位「ラジオ体操」（19.6%）、3位「ストレッチング」（16.0%）の
順であり、基礎的なトレーニングが大半を占めている。性別でみると、男性におい
ては、1位「散歩・ウォ－キング」（65.1%）、2位「ゴルフ（コ－ス）」（27.8%）、
3位「ゴルフ（練習場）」（24.7%）となっており、女性においては、1位「散歩・
ウォ－キング」（73.6%）、2 位「ラジオ体操」（23.0%）、3 位「ヨガ」（19.7%）
となっている。 

３．スポ－ツ実施者の活動時間帯について、「平日・午前中」が 39.3%、次いで「平
日・昼間」が 31.6%となっている。性別でみると、男性の最も多い項目は「休
日・午前中」（38.3%）、次いで「休日・昼間」（38.0%）、「平日・午前中」
（32.6%）である。一方、女性の最も多い項目は「平日・午前中」（43.4%）、次
いで「平日・昼間」（33.4%）、「平日・夕方」（26.9%）となっている。前回調査
(H29)と同様に、男性は休日に運動する傾向があり、女性は平日に運動する傾向が
みられる。 

４．運動・スポ－ツの実施理由について、「健康増進・維持」が 58.6%、「運動不足解
消」が 53.8%、「楽しみ・気晴らし」が 53.6%である。性別でみると、男性では
「楽しみ・気晴らし」が最も多く、女性では「健康増進・維持」が最も多い。 

５． この 1 年間における運動やスポーツを実施した方法について、「個人で自由に」が
71.9%、「家族と」が 28.0%、「民間のスポーツクラブ（会員制フィットネスクラ
ブなど）」が 17.6%である。性別でみると、男女ともに「個人で自由に」「家族と」
が上位を占めるが、これに次いで、男性では「地域の友人と自由に」（13.8%）、
「民間のスポーツクラブ（会員制フィットネスクラブなど）」（13.8%）が続き、女
性では「民間のスポーツクラブ（会員制フィットネスクラブなど）」（19.5%）、「地
域の友人と自由に」（12.6%）が続いている。 

６．運動・スポ－ツの実施の阻害要因について、「仕事や家事が忙しい」が 35.4%、
「面倒くさいから」が 20.1%、「年を取ったから」が 18.1%である。性別にみる
と、男女ともに「仕事や家事が忙しい」が最も多いが、2 番目に多い項目は男性が
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「面倒くさいから」、女性が「年を取ったから」となっている（「特に理由はない」
は除く）。 

７． これから始めてみたい運動・スポ－ツ種目について、1 位「散歩・ウォーキング」
（24.2%）、2位「ヨガ」（21.8%）、3位「水泳」（15.0%）の順であり、個人で
行える種目が大半を占めている。性別で見ると、男性に多いのは「散歩・ウォーキ
ング」（24.5%）、「登山」（16.6%）、「サイクリング」（14.4%）であり、女性に
多いのは「ヨガ」（30.9%）、「散歩・ウォーキング」（24.2%）、「水泳」（15.5%）
である。 

８． 自身の健康状態の自己評価について、「健康である」と「どちらかといえば健康で
ある」を合わせると 90.5%であった。年齢層別では「健康である」と答えた人の
割合は年齢層があがるにつれて低下し、「健康でない」「どちらかといえば健康でな
い」と答えた人は、いずれも年齢層があがるにつれて高くなるなど、高齢になるほ
ど健康に不安を抱える傾向にあることが示されている。 

９．体力の自己評価について、最も多い回答は「どちらかといえば体力に自信がある」
（51.0%）であった。「体力に自信がある」は全体で 9.1%となっており、男性で
13.0%、女性で 6.9%となっている。「どちらかといえば体力に不安がある」と
「体力に不安がある」を合わせると、全体で 39.8%、男性で 31.1%、女性で
44.8%となっており、男性よりも女性の方が体力に不安を抱えている傾向がみら
れる。 

10．運動不足の自己評価について、「大いに感じる」は 30.9%、「ある程度感じる」は
48.1%、「あまり感じない」は 14.4%、「ほどんど（全く）感じない」は 6.6%と
なっている。年齢層別でみると、「大いに感じる」では 40～59 歳が 40.1%と最も
高く、「ほとんどである（全く）感じない」では 60 歳以上が 7.8%と最も高い割合
となっている。 

11．子どもの運動不足とその理由について、「ゲームをしたり、スマホをさわる時間が
長くなり外に出なくなった」が 70.2%、「塾や習い事が忙しいため時間がない」が
52.0%、「新型コロナウイルス感染症対策による影響」が 41.6%と続く。性別でみ
ると、「塾や習い事が忙しいため時間がない」（男性 45.3%、女性 55.8%）のほか、
「社会環境の変化に伴い、外が危険である」（男性 28.5%、女性 41.7%）「新型コ
ロナウイルス感染症対策による影響」（男性35.2%、女性45.4%）においては、女
性が男性に比べて高い割合となっており、女性の方が外出の危険性に対してより強
く警戒していることが示されている。 

12． 1 年間におけるスポーツ行事への参加について、「参加した」が全体で 12.4%
（男性 13.2%、女性 12.0%）となっている。参加したスポーツ行事については、
「参加型イベント」が 67.2%と最も高く、次いで「スポーツ教室」28.4%、「体
力測定会」13.8%となっている。 

13．今後参加したい地域スポーツ行事について、「参加型イベント」が 55.0%と最も
多く、「スポーツ教室」36.5%、「体力測定会」31.5%と続く。 

14．スポーツクラブや同好会の加入状況について、「加入している」は全体で 21.3%
（男性 22.3%、女性 20.5%）であり、前回調査(H29)の 28.3%より減少してい
る。年齢層別でみると、「加入している」と答えた60歳以上が25.3%、18～39歳
が 23.6％、40～59歳が 15.7％と中年層の参加率がやや低くなっている。 

15．スポーツクラブや同好会に加入している人の内訳について、「民間のスポーツクラ
ブ（会員制フィットネスクラブなど）」（59.2%）、「地域のスポーツクラブ・サーク
ル・同好会」（31.3%）に加入している人が多くみられる。一方、学校（9.5%）
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や職場（5.0%）のスポーツクラブ・サークル・同好会への参加率は男女ともに低
くなっている。 

16．今後加入してみたいと思うスポーツクラブ・同好会について、「地域のスポーツク
ラブ・サークル・同好会」が 53.3%と最も多く、次いで「民間のスポーツクラブ
（会員制フィットネスクラブなど）」が 50.7%である。一方、学校（3.2%）や職
場（3.2%）のスポーツクラブ・サークル・同好会へ加入したいという回答は男女
ともに低くなっている。 

17．「スポーツクラブ２１」への加入状況について、「加入している」は全体で 3.3%
（男性 2.1%、女性 3.7%）となっており、前回調査(H29)の全体 1.3%と比べる
と微増している。「知らない」は全体で 74.0%（男性 79.9%、女性 70.7%）であ
る。 

18．この1年間に運動・スポーツを行った施設の利用状況について、「道路」（36.2%）、
「自宅または自宅敷地内」（31.4%）、「山岳・森林・海・湖・川等の自然環境」
（29.8%）の順となっている。性別でみると、男性は「公園」、「山岳・森林・
海・湖・川等の自然環境」、「民間商業アウトドア施設（レジャープール、スキー場、
ゴルフ場など）」と屋外施設の割合が他に比べて高く、女性は「自宅または自宅敷
地内」、「民間商業インドア施設（会員制フィットネスクラブなど）」と屋内施設の
割合が他に比べて高い。 

19．スポーツ施設整備に関する要望について、「公共スポーツ施設の充実」が 58.6%、
次いで「自然を利用した施設の整備」が53.1%、「公園施設の充実」が41.0%であ
る。 

20． 運動・スポーツ情報のニーズについて、「イベント情報」が49.7%、「施設情報」
が 47.3%、「新しいスポーツや気軽にできるスポーツなどの情報」が 40.7%、「教
室情報」が 40.2%である。性別でみると、女性は「教室情報」「新しいスポーツや
気軽にできるスポーツなどの情報」「体力づくり情報」の割合が他に比べて高くな
っており、男性は「競技会情報」の割合が他に比べて高くなっている。 

21．運動・スポーツの情報源について、「広報あしや」が 62.5%、「友人・知人」が
35.1%、「施設のポスター・チラシ」が 30.1%である。前回調査(H29)と比較する
と、「広報あしや」、「テレビ・ラジオ」が増加する一方、「新聞・雑誌」が減少して
いる。 

22．過去 1年間に現地やメディアで観戦したことのあるスポーツの割合について、1 位
「プロ野球」（60.9%）、2 位「プロサッカー」（34.3%）、3 位「大相撲」
（31.0%）、4位「ゴルフ」（27.2%）、5位に「テニス」（22.4%）の順となってい
る。観戦した理由については、「そのスポーツが好きだから」が 67.9%と最も高く、
「応援している選手がいるから」が28.0%、「なんとなく・たまたま」が21.5%と
なっている。 

23．過去 1 年間に何らかのスポーツに関わるボランティア活動について、「おこなった」
と回答した人は全体で 4.1%、「おこなっていない」と回答した人は全体で 95.9%
である。前回調査(H29)の「ある」は全体で 6.2%であり、2.1 ポイント減少して
いる。具体的なスポーツボランティア活動の内容として最も多かった項目が「運
動・スポーツの指導」（39.0%）である。これに「大会・イベントの運営や世話」
（34.1%）、「スポーツクラブ・サークル・同好会の運営や世話」（26.8）、「スポー
ツクラブ・サークル・同好会での補助的な活動」（26.8%）が続く。 

24．スポーツに関するボランティア活動のきっかけについて、「好きなスポーツの普
及・支援」が 39.1%、次いで「地域での居場所、役割、生きがい」が 34.0%、
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「出会い・交流の場」が 33.7%となっている。 
25．障がい者スポーツへの関与について、「テレビやラジオ、新聞などで見たり、聞い
たりしたことがある」が 93.1%と最も多い。一方、「観戦したり、または参加した
ことがある」は8.8%、「指導や介助、スポーツ大会スタッフなどに関わっている、
または関わったことがある」は 2.1%となっており、障がい者スポーツへの関与の
大部分は間接的なものとなっていることがわかる。 

26．今後障がい者スポーツを支援するボランティア活動をおこないたいかについて、
「おこないたい」は 20.9%となっており、前回調査(H29)の「ぜひおこないたい」
「できればおこないたい」の合算値 11.2%からは増加している。「おこないたい」
と回答した人のおこないたいボランティア活動の内容では、「スポーツ大会・イベ
ントの運営や世話」（75.5%）、「スポーツ団体・クラブの運営や世話」（31.8%）、
「運動・スポーツの指導」（10.9%）と続いており、前回調査と同様の傾向がみら
れる。 

27．今後の障がい者スポーツの普及・推進のために必要だと思う項目について、「施設
及び用具の整備」が 62.6%であり、「情報提供の充実」47.1%、「指導者を増やす」
43.9%、「必要経費の補助」41.8%が続く。 
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２ スポーツ関連団体ヒアリング調査 
（１）スポーツ関連団体ヒアリング調査の概要 

① 調査目的 

本調査は、芦屋市のスポーツ活動を支える団体に対し、現在の芦屋市のスポーツの現
状や課題・問題点、今後の方向性について把握し、芦屋市のスポーツ振興に役立つ基礎
資料を得ることを目的とし、実施しました。

② 調査団体 

ｱ. 特定非営利活動法人芦屋市スポーツ協会
ｲ. 芦屋市レクリエーションスポーツ協会 
ｳ. 芦屋市スポーツ推進委員会 
ｴ. スポーツクラブ２１ひょうご芦屋市連絡協議会 
ｵ. 芦屋市障がい者団体（芦屋市身体障害児者父母の会・ＮＰＯ法人芦屋市手をつな 
ぐ育成会・芦屋市身体障害者福祉協会・芦屋家族会個々のご意見を集約）

③ 調査項目 

ｱ. スポーツ活動を実施していく上での問題点や課題 
ｲ. 今後スポーツ活動を実施していく上で重要だと思うこと 
ｳ. スポーツ活動を推進していく上での問題点や課題 
ｴ. 今後スポーツ活動を推進していく上で重要だと思うこと 
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（２）スポーツ関連団体ヒアリング調査結果 

ｱ. スポーツ活動を実施していく上での問題点や課題 

団体名 回答 

ｱ.特定非営利活動法人
芦屋市スポーツ協会 

・スポーツ施設の量も質も不足しており、市民スポーツの環境整備は行政の役
目 
・芦屋市総合スポーツセンター計画(浜風町)が阪神淡路大震災で中止になって
以降、市民の努力に行政もそろそろ応える時期である

ｲ.芦屋市レクリエーシ
ョンスポーツ協会 

・ストリートスポーツなどできる場がない。 
・野球ができる環境の整備  
・親子で体を動かせる機会を増やす 

ｳ.芦屋市スポーツ推進
委員会 

・スポーツ推進委員という立場でできる事は限られると感じる。定例会以外に
自主的な会議を持つには周りの理解がない。

ｴ.スポーツクラブ２１
ひょうご芦屋市連絡
協議会 

・幼児期学童期での身体活動の低下。通園通学、日々の遊びを通じての身体活
動の低下が、基礎体力の低下に繋がっている。
・子どもたちの遊びへの制限の多さ（特に公園などの外遊び） 

ｵ.芦屋市障がい者団体 
・障がい者スポーツに結び付くまでのサポート等が少ない。 
・親の高齢化や家族力によって会場まで送り届けれない。
・施設やボランティア同士の協働が弱く、小人数で弱体化している。 

※ｵ.は障がい者スポーツ活動についてヒアリング 
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ｲ. 今後スポーツ活動を実施していく上で重要だと思うこと 

団体名 回答 

ｱ.特定非営利活動法人
芦屋市スポーツ協会 

・小さな芦屋市では、それぞれの事業や競技人口が他市に比べて少ないのは仕
方ないにしても、競技力や活動の質を上げることでは他市に負けない潜在力
があると思う。スポーツ協会で 10 年前からスローガンとして掲げている
「力をひとつに」を実行することで、それぞれのクラブや協会、競技者が
個々の活動を行いながら他のクラブの活動情報を共有できる仕組み作りが必
要である。その為に国が、教育委員会から独立させスポーツ庁を作ったよう
に芦屋市でも学校体育を含むスポーツを統括する窓口としてスポーツ推進課
ではなく、市長直轄の「スポーツ・文化局」を作ることが必要だと思う。

ｲ.芦屋市レクリエーシ
ョンスポーツ協会 

・部活動（部員が少ない・部がない）の合同チームの編成 
・部活動で種目を限定しない、総合運動クラブ（軽運動部）の設置  帰宅部
の中から少しでも運動に興味をもってもらう子を広げていく 

ｳ.芦屋市スポーツ推進
委員会 

・市の「スポーツ推進計画」に基づいて、いかにスポーツに触れていない地域
の方々に注目してもらうための意識していくこと。

ｴ.スポーツクラブ２１
ひょうご芦屋市連絡
協議会 

・子どもの怪我に対する過度な不安を持つ親が増えている。活発な動きでの怪
我は危険回避能力等が身につく機会でもあることに大人が理解を示し、子ど
ものチャレンジする機会を制限しないこと。 
・家族で参加することができるスポーツの機会を増やすこと。 
・SＣ２１が安価で身近にスポーツをする場であることをもっとひろめていく
こと。 
・中学生以上の部活に関しては、楽しむ部活と、勝つために努力する部活など
の選択肢が増えること。 
・体育館の予約が取りにくい。

ｵ.芦屋市障がい者団体 
・スポーツの楽しさを知ってもらう。 
・指導者を増やし、研修・指導をしてほしい。 
・健常者に障がい者スポーツを知ってもらう機会を増やし、一緒に競技する。

※ｵ.は障がい者スポーツ活動についてヒアリング
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ｳ. スポーツ活動を推進していく上での問題点や課題 

団体名 回答 

ｱ.特定非営利活動法人
芦屋市スポーツ協会 

・行政側にスポーツ専門職がいない。
・スポーツをする人、教える人(指導者)、ささえる人(クラブマネジャー、コ
オーディネーター、サポーター等)がスポーツ環境の整備の中で必要である 
・指導者はいるが、指導者を養成する体制が芦屋市にはなく、競技協会(市民
団体)がそれぞれ実施しているが、行政がリーダーとなって指導者養成やク
ラブマネジャー、クラブコオーディネーターの養成を行い、そしてサポータ
ー(保護者等)にスポーツに係わる知識や情報(スポーツ医学・食育など)を提
供する必要がある。

ｲ.芦屋市レクリエーシ
ョンスポーツ協会 

・スポーツ推進計画において前年度までのスポーツ振興計画の検証があまりな
されないまま、今年度の計画策定に取り掛かっている。またコロナで縮小し
た活動をどのように取り戻していくかの目安を盛り込んだ計画の策定。 
・芦屋市総合公園の陸上トラック部分の有効活用。
・小学校の放課後の施設開放

ｳ.芦屋市スポーツ推進
委員会 

・推進委員のうち、地域委員は自分の地域の事しか知らず、専門委員は地域の
事を知らないので、根本を分かっておかないといろんな話が進んでいかな
い。推進課でしっかり伝えていってほしい。

ｴ.スポーツクラブ２１
ひょうご芦屋市連絡
協議会 

・夏場の学校施設の温度管理。エアコンなどの空調管理。窓の開閉が自由にで
きないなどの密閉状態の改善。 
・熱中症に対しての指針。今日は暑いからスポーツ活動禁止ではスポーツの推
進は図れない。

ｵ.芦屋市障がい者団体 
・コロナの事情もあって、一層障がい者スポーツにブレーキがかかった。 
・積極性がない。やる気がない。意欲に欠ける。 
・ボランティア等の協働が脆弱。人員不足。指導者不足。

※ｵ.は障がい者スポーツ活動についてヒアリング
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ｴ. 今後スポーツ活動を推進していく上で重要だと思うこと 

団体名 回答 

ｱ.特定非営利活動法人
芦屋市スポーツ協会 

・スポーツはあくまでも「スポーツという文化」であり、体育という教育が全
てではなく、競技スポーツとしての育成や強化、生涯スポーツとしての楽し
みなど色々な要素を持っている。 
・スポーツに係わる人が様々な情報を共有できる環境、障がい者スポーツにつ
いても行政の縦割りではなく窓口を一本化し、それを受け止める市民側の組
織作りの必要性があり、行政側と市民全体の活動や情報が共有できる好循環
な環境の構築が重要である。

ｲ.芦屋市レクリエーシ
ョンスポーツ協会 

・中学校部活動の地域移行。
・芦屋スポーツフォーラムなどの復活
・地域スポーツの団体やサークルの交流会や情報発信の機会を増やす。

ｳ.芦屋市スポーツ推進
委員会 

・それぞれの立場を理解しようとし、お互いで意識のギャップを埋めて、各ス
ポーツイベントに積極的に関わろうとする気持ちを持つこと。 

ｴ.スポーツクラブ２１
ひょうご芦屋市連絡
協議会 

・施設利用が必要なスポーツに関しては、申込みの簡便化。施設の整備や増
加。個人スポーツは仲間を作ること。 
・情報収集が簡単にできること。 
・研修等により障がい者スポーツの指導者を増やすこと。

ｵ.芦屋市障がい者団体 
・木口記念会館の火曜日のポッチャを起爆剤に参加人数を増やす。
・障がい者施設に協力してもらいスポーツデイを設ける。
・研修等により障がい者スポーツの指導者を増やすこと。

※ｵ.は障がい者スポーツ活動についてヒアリング
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３ 第２期スポーツ推進実施計画策定までの経過 

日 付 内 容 備 考 

令和４年８月１７日 第１回スポーツ推進審議会 実施計画（後期）諮問 

令和４年１０月１日～令和４年１０月３１日 市民スポーツ意識調査

令和５年２月１３日 第１回調査研究部会 市民意識調査結果報告

令和５年３月２日 第２回調査研究部会 答申（案）作成 

令和５年３月９日 教育委員会 市民意識調査結果報告

令和５年３月２６日 第２回審議会 
市民意識調査結果報告

答申（案）審議 

令和５年４月２４日 第３回調査研究部会 答申（案）作成 

令和５年５月２１日 第４回調査研究部会 答申（案）作成 

令和５年５月２６日 第１回審議会 答申（案）審議 

令和５年６月１９日 第５回調査研究部会 答申作成 

令和５年６月２９日 第２回審議会 
答申審議 

教育長へ答申

令和５年７月１３日 教育委員会 答申報告 

令和５年１１月６日 第１回幹事会 計画（原案）報告 

令和５年１１月１3日 第１回本部会 計画（原案）報告 

令和５年１１月１６日 教育委員会 計画（原案）報告 

令和５年１１月２４日 第３回審議会 計画（原案）報告 

令和５年１２月７日 民生文教常任委員会 計画（原案）所管事務調査

令和５年１２月１８日～令和６年１月２６日 パブリックコメント  

令和６年１月３１日 第２回幹事会 計画（案）報告 

令和６年２月 9日 第２回本部会 
計画（案）報告 

計画決定 

令和６年２月１５日 教育委員会 
計画報告 

承認 

令和６年２月２０日 民生文教常任委員会 計画所管事務調査 

令和６年３月 2９日 第４回審議会 計画報告 
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４ 関係法令
芦屋市スポーツ施策推進本部設置要綱 

平成２５年１０月１日

（設置） 

第１条 スポーツ施策を総合的に推進するため、芦屋市スポーツ施策推進本部（以下「推
進本部」という。）を設置する。 

（所掌事務） 
第２条 推進本部は、次に掲げる事務を所掌する。 
(1) スポーツ推進計画の策定及びスポーツ施策の総合的な推進に関すること。 
(2) スポーツ施策の推進に関する関係部局の総合調整に関すること。 
(3) その他スポーツ施策の推進に関し、必要と認められる事項 

（組織） 
第３条 推進本部は、本部長、副本部長及び本部員をもって組織する。
２ 本部長は、市長をもって充て、副本部長は、副市長及び教育長をもって充てる。
３ 本部員は、別表第１に掲げる者をもって充てる。 
（会議） 
第４条 推進本部の会議は、本部長が必要に応じて招集する。
２ 本部長は、会務を総理し、推進本部を代表する。
３ 本部長に事故あるとき、又は本部長が欠けたときは、あらかじめ本部長が指名する
副本部長がその職務を代理する。

（幹事会） 
第５条 推進本部は、その所掌事務に関する具体的な施策を検討するために、幹事会を置
く。 
２ 幹事会は、委員長、副委員長及び委員をもって組織する。
３ 委員長は、教育部長をもって充て、副委員長は、社会教育室長をもって充てる。
４ 委員長は、幹事会を代表する。
５ 委員長に事故あるとき、又は委員長が欠けたときは、副委員長がその職務を代理す
る。 
６ 委員は、別表第２に掲げる者をもって充てる。 
７ 委員長が必要と認めるときは、幹事会に委員以外の者の出席を求め、意見若しくは
説明を求め、又は資料の提出を求めることができる。
（専門部会） 
第６条 幹事会には、必要に応じて専門部会を設置することができる。 
２ 専門部会の委員は、教育部長が指名する。
（事務局） 
第７条 推進本部の庶務は、スポーツ施策に関する事務を所管する課において行う。
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（補則） 
第８条 この要綱に定めるもののほか、推進本部の運営に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 
この要綱は、平成２５年１０月１日から施行する。

別表第１（第３条関係） 

別表第２（第５条関係） 

技監 
企画部長
総務部長
市民生活部長
こども福祉部長
こども福祉部参事（こども家庭担当部長）
都市政策部参事（都市基盤担当部長）
教育委員会教育部長
教育委員会教育部参事（学校教育担当部長）

企画部市長公室政策推進課長
企画部市長公室市民参画・協働推進課長
総務部財政室財政課長
市民生活部市民室児童センター所長
こども福祉部福祉室地域福祉課長
こども福祉部福祉室主幹（福祉センター施設担当課長）
こども福祉部福祉室障がい福祉課長
こども福祉部福祉室高齢介護課長
こども福祉部こども家庭室こども政策課長
こども福祉部こども家庭室ほいく課長
こども福祉部こども家庭室主幹（健康増進・母子保健担当課長）
都市政策部都市基盤室道路・公園課長
教育委員会教育部教育統括室管理課長
教育委員会教育部学校教育室学校教育課長
教育委員会教育部社会教育室青少年育成課長
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芦屋市スポーツ推進審議会条例

昭和６２年１０月５日 条例第２０号

改正 平成２３年９月２７日 条例第１６号

（設置） 
第１条 スポーツ基本法（平成２３年法律第７８号）第３１条の規定に基づき、芦屋市ス

ポーツ推進審議会（以下「審議会」という。）を置く。 
（所掌事務） 
第２条 審議会は、スポーツ基本法第３５条に規定するもののほか、芦屋市教育委員会

（以下「教育委員会」という。）の諮問に応じて、スポーツの推進に関する重要事
項について調査審議し、及びこれらの事項に関して教育委員会に建議する。 

（組織） 
第３条 審議会は、委員１２人以内で組織する。 
２ 特別の事項を調査審議するために必要があるときは、審議会に特別委員を置くこ
とができる。 
３ 委員及び特別委員は、次の各号に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱又は任命
する。 
(1) 学識経験者
(2) 関係行政機関の職員
(3) 前２号に掲げる者のほか、教育委員会が適当と認める者 

（任期） 
第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任は妨げない。
２ 委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
３ 特別委員は、特別の事項に関する調査審議が終了したときに解任されるものとす
る。 
（会長及び副会長）
第５条 審議会に会長及び副会長を置く。
２ 会長及び副会長は、委員の互選によつて定める。
３ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。
４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。
（会議） 
第６条 審議会は、会長が招集し、会長がその会議の議長となる。
２ 審議会は、委員の半数以上の出席がなければ、会議を開くことができない。 
３ 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決すると
ころによる。 

（庶務） 
第７条 審議会の庶務は、教育委員会事務局が行う。
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（補則） 
第８条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、教育委員会規
則で定める。 
附 則 

１ この条例は、公布の日から施行する。
２ 芦屋市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（昭和３１
年芦屋市条例第１３号）の一部を次のように改正する。
附 則（平成２３年９月２７日条例第１６号）

（施行期日）
１ この条例は、公布の日から施行する。
（経過措置） 
２ この条例の施行の際現にこの条例による改正前の芦屋市スポーツ振興審議会条例
の規定により委嘱又は任命されている芦屋市スポーツ振興審議会の委員である者は、
その任期が終了するまでの間は、改正後の芦屋市スポーツ推進審議会条例の規定に
より委嘱又は任命されている芦屋市スポーツ推進審議会の委員とみなす。 

（芦屋市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正）
３ 芦屋市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（昭和３１
年芦屋市条例第１３号）の一部を次のように改正する。
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スポーツ基本法（抜粋） 

平成２３年６月２４日 法律第７８号

改正 平成２４年８月２２日 法律第６７号

第二章 スポーツ基本計画等 
（スポーツ基本計画） 
第九条 文部科学大臣は、スポーツに関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、

スポーツの推進に関する基本的な計画（以下「スポーツ基本計画」という。）を定
めなければならない。 

２ 文部科学大臣は、スポーツ基本計画を定め、又はこれを変更しようとするときは、
あらかじめ、審議会等（国家行政組織法（昭和二十三年法律第百二十号）第八条に規
定する機関をいう。以下同じ。）で政令で定めるものの意見を聴かなければならない。
３ 文部科学大臣は、スポーツ基本計画を定め、又はこれを変更しようとするときは、
あらかじめ、関係行政機関の施策に係る事項について、第三十条に規定するスポーツ
推進会議において連絡調整を図るものとする。 

（地方スポーツ推進計画） 
第十条 都道府県及び市（特別区を含む。以下同じ。）町村の教育委員会（地方教育行政

の組織及び運営に関する法律（昭和三十一年法律第百六十二号）第二十三条第一項
の条例の定めるところによりその長がスポーツに関する事務（学校における体育に
関する事務を除く。）を管理し、及び執行することとされた地方公共団体（以下
「特定地方公共団体」という。）にあっては、その長）は、スポーツ基本計画を参
酌して、その地方の実情に即したスポーツの推進に関する計画（以下「地方スポー
ツ推進計画」という。）を定めるよう努めるものとする。 

２ 特定地方公共団体の長が地方スポーツ推進計画を定め、又はこれを変更しようとす
るときは、あらかじめ、当該特定地方公共団体の教育委員会の意見を聴かなければな
らない。 

（都道府県及び市町村のスポーツ推進審議会等） 
第三十一条 都道府県及び市町村に、地方スポーツ推進計画その他のスポーツの推進に関

する重要事項を調査審議させるため、条例で定めるところにより、審議会その他の
合議制の機関（以下「スポーツ推進審議会等」という。）を置くことができる。 

（審議会等への諮問等） 
第三十五条 国又は地方公共団体が第三十三条第三項又は前条の規定により社会教育関係

団体（社会教育法（昭和二十四年法律第二百七号）第十条に規定する社会教育関係
団体をいう。）であるスポーツ団体に対し補助金を交付しようとする場合には、あ
らかじめ、国にあっては文部科学大臣が第九条第二項の政令で定める審議会等の、
地方公共団体にあっては教育委員会（特定地方公共団体におけるスポーツに関する
事務（学校における体育に関する事務を除く。）に係る補助金の交付については、
その長）がスポーツ推進審議会等その他の合議制の機関の意見を聴かなければなら
ない。この意見を聴いた場合においては、同法第十三条の規定による意見を聴くこ
とを要しない。 
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５ 芦屋市スポーツ推進審議会委員名簿 
（令和５年 10月 1日現在） 

氏 名 役職名 
調査専門 
部  会 

所 属 

松尾 信之介 会 長  大阪学院大学 准教授 

青野 桃子 副会長 部会長 大阪成蹊大学 講師 

和田 由佳子   順天堂大学 准教授 

中道 莉央  部会員 びわこ成蹊スポーツ大学 准教授 

関 めぐみ  部会員 甲南大学 講師 

京田 弘幸  部会員 特定非営利活動法人芦屋市スポーツ協会 副会長

井原 一久   芦屋市レクリエーションスポーツ協会 会長

根来 俊彦   芦屋市スポーツ推進委員会 副会長

中田 伊都子  部会員 スポーツクラブ２１ひょうご芦屋市連絡協議会 会長

中村 麻衣   市民公募

野村 大佑   
芦屋市教育委員会教育部参事（学校教育担当部長）
学校教育室長事務取扱

田嶋 修   芦屋市教育委員会教育部社会教育室長

（順不同）


